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本
稿
は、
﹃イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル﹄
に
連
載
中
の
以
下
の
訳
稿
の
続
編
で
ある。
柳
谷
あ
ゆ
み
訳
註、
佐
藤
健
太
郎
註﹃イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル﹄
一、
二
〇
〇
九
年、
四
五
－ 五
八
頁︵以
下、
﹁イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
１﹂
と
略
記︶阿久津正幸・中町信孝訳註、佐藤健太郎註﹃イスラーム地域研究ジャーナル﹄
二、
二
〇
一
〇
年、
三
五
－ 五
六
頁︵以
下、
﹁イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
２﹂と略記︶
?
翻訳の底本は、以下のイブン・ターウィートによる校訂版を用いた。
Ibn K
haldūn, al-Ta‘rīf bi-Ibn K
haldūn w
a riḥlat-hu sharqan w
a gharban, ed. 
M
uḥam
m
ad ibn T
āw
īt al-Ṭ
anjī, C
airo: M
aṭba‘at L
ajnat al-T
ālīf w
a al-Tarjam
a w
a 
al-N
ashr, 1951 ︵以下、
al-Ta‘rīf と略記︶
また、翻訳にあたっては以下のフランス語訳を適宜参照した。
Ibn K
haldûn, L
e L
ivre des exem
ples. T.1 A
utobiographie, M
uqaddim
a, tr. 
A
bdesselam
 C
heddadi, P
aris: G
allim
ard, 2002 ︵以下、
A
utobiographie と略記︶
?
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の﹃歴
史
序
説﹄
お
よ
び
彼
の
史
書﹃省
察
す
べ
き
実
例
の
書﹄は、彼の自伝を読み解くうえで参考になるところが多い。主に使用したのは、以下の校訂版および日本語訳である。
Ibn K
haldūn, T
ārīkh Ibn K
haldūn al-m
usam
m
ā bi-K
itāb al-‘Ibar, 7vols., B
eirut, 
1971 ︵ブーラーク版のリプリント。以下、
al-‘Ibar と略記︶
P
rolégom
ènes d’E
bn K
haldoun: texte arabe publié d’après les m
anuscrits de la 
B
ibliothèque im
périale, ed. M
. Q
uatrem
ère, P
aris, 1858 ︵以下、
P
rolégom
ènes と
略記︶イブン・ハルドゥーン著、森本公誠訳﹃歴史序説﹄全四巻、東京：岩波書店︵岩波文庫︶ 、二〇〇一年︵以下、 ﹃歴史序説﹄と略記︶
?
訳
文
と
原
文
の
対
照
が
し
や
す
い
よ
う、
訳
文
中
に
//p.002// な
ど
と
し
て
校
訂
版
の
ページの切れ目を示した。
?
年
代
は、
訳
文
で
は
ア
ラ
ビ
ア
語
原
文
の
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
表
記
を
西
暦
に
換
算
し
た
上
で、
ヒジュラ暦／西暦 形式で記した。一方、註では必要な場合を除いて西暦のみ
記
し
た。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
を
西
暦
に
換
算
す
る
際、
年
代
を
決
定
し
が
た
い
場
合
に
は
﹁六八五／一二八六
－ 七﹂とした。
?
訳文中の括弧のうち、
﹇
　
﹈は訳者による語句の補足、
︵
　
︶は簡単な語彙の
説明や言い換えである。また、
﹃
　
﹄は書名を示す。
︻
　
︼は訳註者が付け加
えた小見出しである。詩や長文にわたる引用は、一段下げて記した。
?
アラビア語のカナ表記は大塚和夫他編﹃岩波イスラーム辞典﹄東京：岩波書店、二〇〇二年の方式に拠った
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?????︻ラハウィーの頌詩の註解：サッティー︼　
さ
て、
サ
ッ
テ
ィ
ー
（
1）に
つ
い
て
言
う
と、
彼
の
名
は
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
（
2）で
あ
り、
フ
ェ
ズ
の
近
隣
に
住
む
ア
ウ
ラ
バ
族
の
支
族
で
あ
る
サ
ッ
タ
族
（
3）の
出
で
あ
る。
彼
の
父
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
は
フ
ェ
ズ
の
町
に
住
み、
故
に
ム
ハ
ン
マ
ド﹇サッティー﹈もフェズで成長した。そして、マグリブにおけるマーリク派
の
第
一
人
者
で
あ
り、
そ
の
名
も
高
き
人
物
で
あ
り、
フ
ェ
ズ
の
大
カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
っ
た
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン・
ス
ガ
イ
イ
ル
師
（
4）に
師
事
し、
彼
の
許
で
法
学
を
学
ん
だ。
また、サッティーはマーリクの学説を誰よりもよく記憶し 理解している人物であった。　
と
こ
ろ
で、
マ
リ
ー
ン
朝
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
（
5）は
そ
の
信
仰
と
度
量
の大きさ、加えてその勢威の涯なき高さ故に、常々自分のマジュリスをウラマーによってさらに高めることを期待していた。そこでスルターンは、
彼と
同行
し、
同
席す
る
者を
ウラ
マー
たち
の中
か
ら選
んだ。
その
中に、
件
の
//p.032//
ムハン ド・イブン・スライマーン 師がいたのである。　
さて、サッティーはチュニスの我々の許に、その一団に混じってやって来
た。そして我々は彼の多くの美徳を目 当たりにした。そしてそれらの美徳の
う
ち、
法
学
に
関
し
て
は、
記
憶
の
面
で
も
理
解
の
面
で
も、
誰
も
彼
に
か
な
わ
な
かった。私と我が兄ムハンマド︱︱神が彼を慈しみますように︱︱が彼と知り
合
う
こ
と
に
な
り、
兄
は
彼
の
許
で
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン・
ラ
フ
ミ
ー
（
6）の﹃教
示
の
書﹄を学んだのである 、彼は、数多くの講義 おいて、自分のメモ書きと記憶に基づいて、その書を我が兄に対して訂正するということを行っ のである。サッティーは同様の事を 自分が苦労して運んだ書物 大部 ついて行っていた。また彼は﹇マリーン朝﹈スルターン・アブー・ハサ 共にカ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
戦
い
（
7）に
赴
き、
ス
ル
タ
ー
ン
と
共
に
チ
ュ
ニ
ス
に
逃
れ
た。
そ
し
てチュニスに約二年滞在した。　
その後、マグリブにてスルターンに対する反乱が起き、スルターンの息子
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
（
8）が
自
立
し
た。
そ
の
た
め
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
は
艦
隊
を
率
い
て
﹇七﹈
五
〇
年
の
末
／
一
三
四
九
年
末
に
チ
ュ
ニ
ス
か
ら
出
航
し
た。
そ
し
て、
ス
ル
ターンはビジャーヤを通過したが、その沿岸において船 難破するという事
マグリブとイフリーキヤ
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態に陥った。そして彼の艦隊は沈没し、彼の家族や彼と共にいた優れた学者たちやそれ以外の人々の大半が溺れ死んだ。しかしスルターンはある島へと打ち上げられた め、味方の艦船がその島から を救い出した。そして、装備が損害を受け、一族や郎党が多く死んだけれども、スルターンはアルジェに
逃
げ
の
び
る
こ
と
が
で
き
た。
彼
の
こ
と
に
つ
い
て
は、
﹇﹃省
察
す
べ
き
実
例
の
書﹄
の中で﹈既に述べた
（
9）。
//p.033//
︻ラハウィーの頌詩の註解：アービリー︼　
さ
て
ア
ー
ビ
リ
ー
（
10）に
つ
い
て
言
う
と、
彼
の
名
は
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
イ
ブ
ラーヒームで、彼の育ったところはトレムセンであり、アンダルス北部のアビ
ラ
（
11）か
ら
の
移
住
者
に
そ
の
出
自
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る。
彼
の
父
と
叔
父
ア
フ
マ
ド
が﹇海
を﹈
渡
っ
た。
そ
の
後、
ヤ
グ
ム
ラ
ー
サ
ン・
イ
ブ
ン・
ザ
イ
ヤ
ー
ン
（
12）
と
そ
の
息
子
（
13）は、
彼
ら︵ア
ー
ビ
リ
ー
の
父
と
叔
父︶
を
そ
の
軍
隊
で
用
い
た。
そ
し
て、
二
人
の
う
ち、
﹇ア
ー
ビ
リ
ー
の
父
で
あ
る﹈
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
ト
レ
ム
セ
ン
の
カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
っ
た
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ガ
ル
ブ
ー
ン
（
14）と、
彼
の
娘
を
通
じ
て
姻
戚
関
係
を
持
っ
た。
そ
し
て
彼
女
は
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
に
件
の
ム
ハ
ン
マ
ド
﹇アービリー﹈を産んだ。　
さて、ムハンマドはトレムセンにおいて、カーディーである彼の祖父の庇
護のもとに成長し、それ故、彼は父や叔父が重きをおいていた軍事を避けて知識を重んじるようになった。そして思春期になると、まず数学を好むようになった。そして、彼は数学に習熟して有名になった。そして人々は数学学ぶために、成年に達したばかりの彼のところに群がった。　
そ
の
後、
マ
リ
ー
ン
朝
ス
ル
タ
ー
ン・
ユ
ー
ス
フ・
イ
ブ
ン・
ヤ
ア
ク
ー
ブ
（
15）が
ト
レムセンに向い、トレムセンを包囲しつつ攻撃 、また分遣隊を周辺諸地域に派遣した。そしてスルターンはその大部分を征服 た。　
ところでイブラーヒーム・アービリーは軍の一団を率いてトレムセンの外
港
で
あ
る
フ
ナ
イ
ン
（
16）に
駐
留
す
る
部
隊
の
長
で
あ
っ
た。
ユ
ー
ス
フ・
イ
ブ
ン・
ヤ
アクーブがフナインを支配 た時 彼はそこにいたイブン・ザイヤーンの一党を捕え、また彼らと共にいたイブラーヒーム・アービリーも捕えた。そして、トレムセンにおいて以下のよう 情報が広まった。すなわち、ユースフ//p.034// ・
イ
ブ
ン・
ヤ
ア
ク
ー
ブ
は
彼
ら︵捕
え
ら
れ
た
者
た
ち︶
の
息
子
た
ち
を
人
質とし 要求し、その上で ︵捕えられた者 ち︶を解放するという情報であった。そこで、イブラーヒーム・アービリーの息子 ハ マド そのた
めに、父と会うことを望んだ。また彼の家族もそうするようムハンマドを促した。そこで ムハンマ
ド
は
諸
々
の
城
壁
を
上
り、
﹇ト
レ
ム
セ
ン
を
出
て、
﹈
父
の
許
へ
行
っ
た。
しかし、人質要求の情報は
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
知った。　
さて、ユースフ・イブ
ン・ヤアクーブはターワリ
ー
ラ
ト
（
17）に
お
け
る
ア
ン
ダ
ル
ス
人
部
隊
（
18）の
隊
長
と
し
て
ム
ハ
ン
マ
ド・
アービリーを用いようとしたが
、ムハンマドはそ
れを嫌い、何もかも捨てて、
粗
衣
（
19）
を
ま
と
い、
巡礼に出発 。そしてスーフィーたちの一団に紛れて、ウッバードの修道
場
（
20）に
至
っ
た。
す
る
と
そ
こ
で
ア
ー
ビ
リ
ー
は、
マグリブで彼らの教宣を確立しようとやって来てい
た
カ
ル
バ
ラ
ー
（
21）の
民
の
長
に
し
て
フ
サ
イ
ン
家
（
22）の
長
で
あ
る
人
物
に
出会った。その長は分別のある人物であった。その
後
そ
の
長
は
ユ
ー
ス
フ・
イブン・ヤアクーブの軍
系図1　13〜14世紀のマリーン朝（1196〜1393年）
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隊とその威勢の強さを見てその望みを捨て、諦めて故郷へ戻ることを決めたのであった。そこで、我らが師であるムハンマド・イブン・イブラーヒーム﹇アービリー﹈は彼の一団と共に出立した。　
ア
ー
ビ
リ
ー
︱︱
神
が
彼
を
慈
し
み
ま
す
よ
う
に
︱︱
は
私
に
こ
う
言
っ
た。
﹁し
ば
ら
く
し
て、
そ
の
長
の
状
態
と
そ
れ
が
彼
に
至
っ
た
と
こ
ろ
の
も
の
が
明
ら
か
に
な
り、
私は彼の郎党や追随者の一団に加わった﹂
、と。
　
ア
ー
ビ
リ
ー
曰
く、
﹁道
中
の
町
々
に
お
い
て、
彼
の
郎
党
や
一
党、
そ
し
て
ハ
ー
ディムたちが彼を出迎え、そ 許に れぞれの町から食料や金を持ってやって来た。とうとう我々はチュニスから海路アレクサンドリアへと向かった﹂
、
と。　
ア
ー
ビ
リ
ー
曰
く、
﹁海
路
に
あ
っ
て、
私
は
性
的
な
欲
求
を
強
く
感
じ、
件
の
長
の
存
在
故
に、
何
度
も
洗
滌
（
23）す
る
こ
と
を
恥
じ
た。
す
る
と
彼
の
側
近
の
一
人
が
樟
脳
（
24）を
飲
む
よ
う、
私
に
忠
告
し
た。
そ
こ
で
私
は
樟
脳
を
一
す
く
い
し、
そ
れ
を
飲
んだ。すると私は昏乱してしまっ
た﹂
、と。
　
そして、彼はその状態でエジプトの地に至ったのである。ところで、その
当
時
エ
ジ
プ
ト
に
は
タ
キ
ー
ユ
ッ
デ
ィ
ー
ン
//p.035// ・
イ
ブ
ン・
ダ
キ
ー
ク・
イ
ー
ド
（
25）、
イ
ブ
ン・
リ
フ
ア
（
26）、
サ
フ
ィ
ー
ユ
ッ
デ
ィ
ー
ン・
ヒ
ン
デ
ィ
ー
（
27）、
タ
ブ
リ
ー
ズ
ィ
ー
（
28）、
イ
ブ
ン・
バ
デ
ィ
ー
ウ
（
29）な
ど
の
理
性
の
学
問
と
伝
承
の
学
問
の
騎
士たちがいた。しかしアービリー 、我々に対して彼らのことを言及する際には、彼らの名前を言うことぐらいしかできなかっ 。というのも、当時彼は昏乱していたからである。　
その後、アービリーはその長と共にメッカ巡礼を行い、彼の一団と共にカ
ル
バ
ラ
ー
に
向
か
っ
た。
そ
の
後、
長
は
ア
ー
ビ
リ
ー
と
共
に、
長
の
仲
間
を
派
遣
し、
マグリブのザワーワの地
（
30）にある自分の隠れ家へアービリーを送り届けた。
　
そして我らが師︵アービリー︶︱︱神が彼を慈しみますように︱︱は私に
言
っ
た。
﹁私
は、
マ
グ
リ
ブ
か
ら
蓄
え
と
し
て
多
く
の
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
貨
を
持
っ
て
き
ており、それを着ていた長衣の中に隠し持っていた。その後、その長は私に件のこと︵昏乱︶が起こった時、私か そのディーナールを取り上げた。そして彼がマグリブまで私を送り届けるよう彼 部下 派遣したとき れを彼
ら
に
渡
し、
つ
い
に
彼
ら
が
私
を
隠
れ
家
へ
と
連
れ
て
行
っ
た
時、
彼
ら
は
そ
の
ディーナールを私に返したのであった。ところで らは私のために、その長が命じた如く、そのディーナールにつ て の許へと持ち帰る書付の中で第三者に証言させたのである﹂
、と。
　
そ
し
て、
我
ら
が
師
が
マ
グ
リ
ブ
へ
到
着
し
た
時、
﹇マ
リ
ー
ン
朝
ス
ル
タ
ー
ン﹈
ユースフ・イブン・ヤアクーブが亡くなり、トレムセンの民は包囲から解放された。そして彼はトレムセンへと戻ったのだが、すでに彼は昏乱から正気を取り戻していた。そして彼は改めて知識を獲得することを強く望み、理性の
諸
学
問
へ
と
傾
倒
し
た。
そ
こ
で、
彼
は
ア
ブ
ー・
ム
ー
サ
ー・
//p.036// イ
ブ
ン・
イマー
ム
（
31）の許で論理学と二つの基礎に属する一群を学んだ。
　
こ
の
当
時
ト
レ
ム
セ
ン
の
君
主﹇ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
ス
ル
タ
ー
ン﹈
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
（
32）の
王
権
が
隆
盛
を
極
め
て
お
り、
全
て
に
力
を
ふ
る
っ
て
い
た。
そ
し
て、
我
らが師が計算術に卓越していることがアブー・ハンムーの耳に届いた。そこで彼はアービリーに自分の財の管理と彼の財務官僚たちの監督をさせようとした。しかし、我らが師はそれを拒んだ。しかしアブー・ハンムーはそれを彼
に
強
い
た。
そ
こ
で
彼
は
策
を
用
い
て
彼
の
許
か
ら
逃
げ、
﹇マ
リ
ー
ン
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ラ
ビ
ー
ウ
（
33）治
世
下
の
フ
ェ
ズ
へ
至
っ
た。
そ
こ
で
ア
ブ
ー・
ハ
ンムーは彼に追手を けた。そのため彼はフェズにおいてユダヤ教徒で、数学
の
師
で
あ
っ
た
ハ
ッ
ル
ー
フ・
マ
ギ
ー
リ
ー
（
34）の
許
に
隠
れ
た。
そ
し
て
彼
の
許
で
数学の知識を完全 習得 、熟達した。その後アービリーは身を隠 フェズを出てゆき、七一〇年代／一三一○年代にマラケシュに至った。そ て
理
性の学問と伝承の学問の権威 あり、知識と実践 面で優れた ーフィーであ
る
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス・
イ
ブ
ン・
バ
ン
ナ
ー
師
（
35）の
許
に
滞
在
し、
彼
に
師
事
して知識を得た。そして理性 学問と数学と叡智の学問 精通 た。　
その後、スルターンに対して服従していなかったハスクーラ族の族長であ
る
ア
リ
ー・
イ
ブ
ン・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ト
ゥ
ル
ー
ミ
ー
ト
（
36）が、
ア
ー
ビ
リーの許で学ぶために、彼を招聘した。そこで我らが師はイブン・トゥルーミートの許へと山へ登って行った。そこに滞在している間 族長は彼 許で学んだ。そして知識を求 る人々が彼 許に集まり、教えたり学んだりするこ
と
が
多
く
な
っ
た。
そ
れ
で
ア
リ
ー・
イ
ブ
ン・
ム
ハ
ン
マ
ド﹇・
イ
ブ
ン・
ト
ゥ
ルーミート﹈は 状況にあって、アービリーを偉大とみなし、 をますます気に入り、そして彼 忠告に従っていたのである。こうしてアービリーその族長の寵愛を独占した。そしてイブン・トゥル ミートの
指導力はその
諸
部
族
の
間
で
大
き
く
な
っ
た。
そ
し
て、
﹇マ
リ
ー
ン
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン
の
ア
ブ
ー・
サイードがアリー・イブン・トゥルーミートに山から降り くるよ 求めたとき、そのシャイフ︵ア ビリ ︶は彼と共に山を下り フェズに居 構えた。すると知識を求める人たちが各地から群れ集ま き 。そのため彼の
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知識が広まり、彼の名声が知られるようになった。　
そ
の
後、
﹇マ
リ
ー
ン
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン
の
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
ト
レ
ム
セ
ン
を
征
服
し、アブー・ムーサー・イブン・イマームに会ったとき、アブー・ムーサーはスルターンに対してアービリーについて極めて高い評価を与え、彼が諸学に
お
い
て
優
れ
て
い
る
と
述
べ
た。
と
こ
ろ
で
そ
の
ス
ル
タ
ー
ン
は
//p.037// 、
我
々
が
述べたごとく 彼のマジュリスにウラマーを集めることに関心があった。そのためスルターンはフェズのアービリー 居所から彼を召し、マジュリスにお
け
る
ウ
ラ
マ
ー
の
列
に
加
え
た。
そ
こ
で
ア
ー
ビ
リ
ー
は
教
育
に
専
念
し
た。
ま
た、
ス
ル
タ
ー
ン
に
同
行
し、
タ
リ
ー
フ
ァ
の
戦
い
（
37）や
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
に
お
け
る
カ
イ
ラ
ワーンの戦いに居合わせた。　
また既にアービリーと我が父︱︱神が彼を慈しみますように︱︱の間には
交友関係が存在したので、私 彼の許で学ぶことになった。そこで、私は彼の講義に参加し、彼から学んだ。そして
私は数学から理性の諸学問を学び始
めた。その後論理学と、そして次 二つ 基礎と叡智の諸学問を学んだ。その間に、チュニスからマグリブへ向けてスルターン﹇アブー・ハサン﹈がその
艦
隊
に
て
出
発
す
る
と
い
う
知
ら
せ
が
届
い
た。
そ
の
時、
そ
の
師︵ア
ー
ビ
リ
ー︶
は我々 家 おり、我々が世話を ていた。そこで我々は彼に留まるよう忠告し、彼を引き止めた。すると彼は同意し、留まった。ところが、スルターン
で
あ
る
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
は
我
々
に
ア
ー
ビ
リ
ー
を
戻
す
よ
う
求
め
た。
そ
こ
で、
我々はスルターンに対してうまく弁解したので、彼は引き下がった。そして前
述
の
よ
う
に
（
38）、﹇ス
ル
タ
ー
ン
の
艦
隊
の﹈
難
破
事
件
が
起
こ
っ
た
が、
師︵ア
ー
ビリー︶はチュニスに留まっていて無事であっ 。そして、我々やわが町の民は競い合うように彼の講義 出席し、学んだのである。　
そ
の
後、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
ヒ
ン
タ
ー
タ
の
山
中
（
39）で
死
去
し、
彼
の
息
子﹇マ
リ
ー
ン
朝
ス
ル
タ
ー
ン﹈
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
諸
々
の
厄
介
事
（
40）を
終
え
た。
そ
し
て
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
は
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ド
朝
（
41）か
ら
ト
レ
ム
セ
ン
を奪ったとき、チュニスの君主に手紙を書き、アービリー﹇の引き渡し﹈を要
求
し
た。
と
こ
ろ
で
当
時
の
チ
ュ
ニ
ス
の
ス
ル
タ
ー
ン
は、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー
の
息
子
ア
ブ
ー・
イ
ス
ハ
ー
ク・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
（
42）で、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
ゥ
ー
ン
の
シ
ャ
イ
フ
（
43）、
ア
ブ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
タ
ー
フ
ラ
ー
ギ
ー
ン
（
44）の
保
護
下
に
あ
っ
た
//p.038// 人
物
で
あ
っ
た。
そ
こ
で
ア
ブ
ー・
イ
ス
ハ
ー
ク
は
アービリーをアブー・イナーンの使節に引き渡した。　
そしてその使節はアービリーと共に、スルターン﹇アブー・イナーン﹈の
艦
隊
に
乗
っ
て
出
発
し
た。
そ
し
て
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
に
差
し
掛
か
り、
そ
の
町
に
入
り、
一个月間滞在した。その結果、知識を求める人々がその地において、法源学に
つ
い
て
の
イ
ブ
ン・
ハ
ー
ジ
ブ
（
45）の﹃法
学
と
法
規
定
の
抄
録、
お
よ
び
母
な
る
諸
書からの集成﹄をアー
ビリーの許で学んだ。それは彼らが、アービリーや艦
隊
の
長
に
対
し
て
そ
れ
を
希
望
し
た
か
ら
で
あ
る。
そ
の
後、
ア
ー
ビ
リ
ー
は
出
発
し、
フ
ナ
イ
ン
の
港
に
降
り
立
っ
た。
そ
し
て
ト
レ
ム
セ
ン
に
い
る
ス
ル
タ
ー
ン﹇ア
ブ
ー・
イナーン﹈の許へ到着した。そ てスルターンはアービリーを名誉ある地位に置き、ウラマーたちからなる自分の師たち 列に加えた。そしてスルターンはアービリーの許で学び彼から教えを受け、そして七五七／一三五六年にアービリーはフェズにおいて死去 ところで、ア ビリー︱︱神が彼を慈
し
み
ま
す
よ
う
に
︱︱
は、
﹁六
八
一
／
一
二
八
二
年
に
ト
レ
ム
セ
ン
で
生
ま
れ
た﹂
と私に言っていた。︻ラハウィーの頌詩の註解：アブドゥルムハイミン︼　
さ
て、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
書
記
で
あ
る
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ハ
イ
ミ
ン
（
46）に
つ
い
て
言
う
と、
彼
の
出
自
は
セ
ウ
タ
で
あ
り、
そ
の
地
に
お
け
る
彼
ら
の
家
は旧家で、アブドゥルムハイミン家として知られている。そしてアブドゥルム
ハ
イ
ミ
ン
の
父
ム
ハ
ン
マ
ド
（
47）は、
ア
ザ
フ
ィ
ー
家
の
治
世
（
48）に
お
い
て
セ
ウ
タ
の
カーディーであった。そして彼の息子アブドゥルムハイミンは父の保護下で成長し、セウタの師匠たちから学んだ。そして彼は 特にアブー・イスハーク・ガーフィキ
（
49）に師事した。
　
そしてアンダルスの﹇ナスル朝の﹈王族であるライース・アブー・サイー
ド
（
50）が
ア
ザ
フ
ィ
ー
一
族
か
ら
セ
ウ
タ
を
奪
い、
彼
ら
を
セ
ウ
タ
の
名
士
た
ち
の
一
団
と
共
に
グ
ラ
ナ
ダ
へ
連
行
し
た
と
き
（
51）、
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド
は
彼
ら
と
共
に
カ
ー
ディー・ムハンマド・イブン・アブドゥルムハイミンとその息子アブドゥルムハイミンも連行した。その後、アブドゥルムハイミンはその地で学問の習得
を
完
成
し
た。
そ
し
て
彼
は
グ
ラ
ナ
ダ
に
て、
ア
ブ
ー・
//p.039// ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル・
イ
ブ
ン・
ズ
バ
イ
ル
（
52）や
彼
に
比
肩
す
る
者
た
ち
か
ら
学
び、
ス
ィ
ー
バ
ワ
イ
ヒ
の
書
（
53）に
関
す
る
知
識
に
お
い
て
卓
越
し
た。
ま
た
イ
ス
ナ
ー
ド
の
質
の
高
さ
と
師
匠
た
ちの多
さにおいて衆に抜きん出た。
　
そして、マグリブやアンダルスやマシュリクの人々からアブドゥルムハイ
ミンに手紙が届くようになった。そして当時のアンダルスのライースでありワ
ズ
ィ
ー
ル
で
あ
り、
ア
フ
マ
ル
家︵ナ
ス
ル
朝︶
の
廃
位
さ
れ
た
ス
ル
タ
ー
ン
（
54）の
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許
で
の
実
力
者
で
あ
っ
た
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン・
ハ
キ
ー
ム・
ル
ン
デ
ィ
ー
（
55）が、
彼
に
書
記
に
な
る
よ
う
求
め
た。
そ
こ
で
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ハ
イ
ミ
ン
は
彼
の
書
記
を
務
め
た。
そ
し
て
イ
ブ
ン・
ハ
キ
ー
ム
は
彼
を
優
れ
た
人
々
の
列
に
加
え
た。
イ
ブ
ン・
ハ
キ
ー
ム
の
マ
ジ
ュ
リ
ス
に
い
る
人
々
の
中
に
は、
例
え
ば
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
の
徒
で
偉
大
な
旅
行
家
た
る
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン・
ル
シ
ャ
イ
ド・
フ
ィ
フ
リ
ー
（
56）や
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス・
ア
フ
マ
ド・
イ
ブ
ン
……
ア
ザ
フ
ィ
ー
（
57）や
学
者
で
世
捨
て
人
の
ス
ー
フ
ィ
ー
で
あ
る
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ハ
ミ
ー
ス・
テ
ィ
リ
ム
サ
ー
ニ
ー
（
58）な
ど
が
い
た。
と
こ
ろ
で
後
者
二
人
は
修
辞
と
詩
に
関
し
て
比
肩し得る者がいなかった。またこれ以外に、イブン・ハキームの取り巻きたち
が
い
た。
と
こ
ろ
で
彼
ら
に
つ
い
て
は
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
（
59）が﹃グ
ラ
ナ
ダ
史﹄
で言及してい 。　
その後、ワズィール・イブン・ハキームが非業の死を遂げ、マリーン朝が
セ
ウ
タ
を
支
配
す
る
と
（
60）、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ハ
イ
ミ
ン
は
//p.040// セ
ウ
タ
に
戻
り、
そ
こ
に
留
ま
っ
た。
そ
の
後
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド
（
61）が﹇マ
リ
ー
ン
朝
の﹈
支
配
者
と
な
っ
た
が、
彼
の
息
子
ア
ブ
ー・
ア
リ
ー
（
62）の
力
が
父
を
凌
ぐ
よ
う
に
な
り、
王朝の支配権を握った。アブー・アリーは優れた人々を召し、王朝を彼らの存在をもって飾り立てようと た。そこで、アブー・アリーはアブドゥルム
ハ
イ
ミ
ン
を
セ
ウ
タ
か
ら
迎
え、
﹇七﹈
一
二
年
／
一
三
一
二
－ 三
に
書
記
に
な
る
よ
う
求めた。その後アブー・アリーは﹇七﹈一四／一三一四
－ 五年に彼の父︵ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド︶
に
反
抗
し、
新
フ
ェ
ズ
（
63）に
立
て
籠
も
っ
た
が、
父
と
締
結
し
た
和
平
に
基
づ
い
て、
そ
こ
を
出
発
し、
ス
ィ
ジ
ル
マ
ー
サ
（
64）へ
向
か
っ
た。
そ
の
際、
スルターン・アブー・サイードはアブドゥルムハイミンに執心し、彼を書記に
取
り
立
て、
つ
い
に
は、
彼
を
書
記
長
の
職
と
書
簡
や
命
令
の
代
署
職
に
任
命
し
た
が、
彼
が
そ
の
職
に
就
い
た
の
は﹇七﹈
一
八
／
一
三
一
八
－ 一
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た。
そ
し
て﹇マ
リ
ー
ン
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド
と
彼
の
息
子
ア
ブー・ハサンの治世を通じて、その職にあった。　
そ
し
て
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ハ
イ
ミ
ン
は
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
と
共
に
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
へ
向
かったが、持病の痛風ゆえにチュニスに留まり、カイラワーンの戦いには参加
し
な
か
っ
た。
そ
の
後﹇カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
戦
い
の﹈
敗
戦
の
報
が
届
い
た
た
め、
チュニスに騒乱が起こり スルターンの一党がスルターンの妻たちと共に城砦へと逃げ込んだ。しかし、アブドゥルムハイミンは彼らから離れて市中に身を潜め、我々の家に隠れた。それは、住民 嫌悪によってスルターンの一党と共に傷つけられることを恐れたためであった。その後、スルタ ンがカイ
ラ
ワ
ー
ン
か
ら
ス
ー
ス
へ
と
脱
し、
そ
こ
か
ら
海
路
チ
ュ
ニ
ス
へ
と
出
帆
し
た
際
に、
身を隠していたことが明らかとなり、城砦にいる一族と一緒にいなかったことにいら立って、スルターンはアブドゥルムハイミンを避
けた。そして代署
職を、従来その職を独占していたアブー・ファドル・イブン・ライー ・アブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
マ
ド
ヤ
ン
（
65）に
委
ね
た。
そ
こ
で、
ア
ブ
ド
ゥ
ルムハイミンは数个月間職無しの状態で留まった。その後スルターンは彼を赦
し、
彼
に
満
足
し、
//p.041// か
つ
て
の
如
く
代
署
職
に
再
任
し
た。
そ
し
て
ま
も
な
く、
﹇七﹈
四
九
／
一
三
四
八
年
に
黒
死
病
に
よ
っ
て
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ハ
イ
ミ
ン
は
チ
ュ
ニスにて死去した。彼の生年は﹇六﹈七五／一二七七
－ 七八年のことであっ
た。また既にイブン・ハティーブが彼についての情報を﹃グラナダ史﹄ 含め
て
い
る
の
で、
彼
に
つ
い
て
調
査
し
た
い
者
は﹃グ
ラ
ナ
ダ
史﹄
を
参
照
さ
れ
た
い
（
66）。
︻ラハウィーの頌詩の注解：イブン・リドワーン︼　
さ
て、
ラ
ハ
ウ
ィ
ー
が
詩
に
お
い
て
詠
ん
だ、
イ
ブ
ン・
リ
ド
ワ
ー
ン
（
67）に
つ
い
て
言
う
と、
こ
れ
は
ア
ブ
ー・
カ
ー
ス
ィ
ム・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン・
ユ
ー
ス
フ・
イブン・リドワーン・ナッジャーリーのこ
とである。彼はアンダルスの出身
系図2　13〜14世紀のナスル朝（1232〜1391年）
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で
あ
り、
マ
ラ
ガ
で
成
長
し
た。
そ
の
地
の
師
匠
達
か
ら
学
び、
ア
ラ
ビ
ア
語
と
文
芸
︵ア
ダ
ブ︶
に
熟
達
し、
諸
学
を
習
得、
韻
文
と
散
文
を
よ
く
し
た。
彼
は
書
状
作
成
の
専門家 あり、文書の作成にも精通していた。　
彼はタリーファの戦いの後、故郷を離れ、セウタに滞在した。その地でス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
と
出
会
い、
彼
に
頌
詩
を
捧
げ
た。
そ
し
て、
イ
ブ
ン・
リ
ド
ワ
ー
ン
は
当
時、
軍
隊
付
の
カ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
ス
ル
タ
ー
ン
の
説
教
師
（
68）を
務
め
て
い
た
カ
ー
デ
ィ
ー
の
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム・
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー
（
69）に
専
ら
仕
え
た。
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
彼
を
カ
ー
デ
ィ
ー
職
と
説
教
師
職
の
代
理
と
し
て
い
た
が、その後、アブー・ハサンはスルターン 政庁 ある、書記達の間に彼を配した。イブン・リドワーンは書記たちの長であったアブドゥルムハイミンに
専
ら
仕
え、
彼
か
ら
学
ん
だ。
や
が
て
ス
ル
タ
ー
ン
が
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
へ
と
出
立
し
た。　
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
戦
い
が
起
こ
る
と、
﹇チ
ュ
ニ
ス
に
残
さ
れ
て
い
た﹈
ス
ル
タ
ー
ン
の一派は
、彼の家族や妻妾とともに、チュニスの城塞にて包囲された。スル
ターンは、彼の部下達の一団と共に、このイブン・リドワーンをチュニスに残していた。そこで、イブン・リドワーンはこの包囲中に、彼らにとって問題となった書簡のやりとりにおいて頗る頭角を現し、その﹇書簡のやりとりの﹈大部分を担い、 の際に最善 働きをした。ついにスルターンがカイラワ
ー
ン
か
ら
帰
還
す
る
と、
イ
ブ
ン・
リ
ド
ワ
ー
ン
に
対
し
て、
//p.042// 側
近
く
で
仕
える栄誉を与え、大いに重用した。　
や
が
て
ス
ル
タ
ー
ン
は、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
（
70）、﹇七﹈
五
〇
／
一
三
四
九
年
に
艦
隊
を
率
い、
マ
グ
リ
ブ
へ
向
け
て
チ
ュ
ニ
ス
を
後
に
し
た。
ス
ル
タ
ー
ン
は
息
子
の
ア
ブ
ー・
フ
ァ
ド
ル
（
71）を
チ
ュ
ニ
ス
に
お
け
る
代
理
と
し、
ア
ブ
ー・
カ
ー
ス
ィ
ム・
イ
ブン・リドワーンを息子のために書記として残した。イブン・リドワーンはしばらくの間そのようにして過ごしたが、そ 後、ムワッヒドゥーンのスタ
ー
ン、
フ
ァ
ド
ル・
イ
ブ
ン・
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ビ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー
（
72）が、
彼
ら
か
ら
チ
ュ
ニ
ス
を
奪
取
し、
ア
ブ
ー・
フ
ァ
ド
ル
は
父
の
も
と
へ
と
落
ち
延
び
た。
イ
ブ
ン・
リ
ド
ワ
ー
ン
は
彼
に
同
行
で
き
ず、
一
年
ほ
ど
チ
ュ
ニ
ス
に
と
ど
ま
り、
そ
れ
か
ら、
海
路
ア
ン
ダ
ル
ス
へ
と
旅
に
出
た。
ア
ル
メ
リ
ア
で
は、
そ
こ
に
い
た
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
一
派
と
過
ご
し
た
が、
彼
ら
の
中
に
は、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブー・ハサ の妻妾と息子の保護者である、ヒンタータ族のシャイフ、アーミ
ル・
イ
ブ
ン・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
（
73）が
い
た。
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
は
出立するさい、チュニスから妻妾と息子をアーミルとともに船に乗せたので
ある。彼ら一同はアンダルスに到着し、アルメリアに腰を据え、その地でアンダルスのスルターンから日々の糧を得て暮らした。イブン・リドワーンは彼
ら
と
合
流
し、
と
も
に
過
ご
し
た。
ア
ン
ダ
ル
ス
の
ス
ル
タ
ー
ン、
ア
ブ
ー・
ハ
ッ
ジ
ャ
ー
ジ
ュ
（
74）は、
イ
ブ
ン・
リ
ド
ワ
ー
ン
を
招
請
し、
書
記
と
な
る
よ
う
求
め
た
が、
彼は固辞した。　
その後、スルターン・アブー・ハサンは亡くなり、アルメリアにいた彼の
遺族はその地を後にした。彼らはスルター ・アブー・イナーンのもとを訪問
し、
イ
ブ
ン・
リ
ド
ワ
ー
ン
も
彼
ら
と
と
も
に
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
を
訪
ね
た。
ア
ブー・イナーンは、彼に対 て、父︵アブー・ハサン︶に仕えていた時 働きを認め、彼に書記を務めるよう要請した。またアブー イナ ンは彼の側近
く
に
い
る
知
識
人
と
と
も
に、
彼
の
マ
ジ
ュ
リ
ス
に
列
席
す
る
栄
を
イ
ブ
ン・
リ
ド
ワ
ー
ン
に
与
え
た。
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ア
ム
ル
（
75）は
そ
の
当
時、
王
朝の第一人者で、
﹇スルターンとは﹈親しく部屋に通うような間柄であった。
代署の書き手で、税金と軍隊の管理人を務め、ス ターン︵アブー・イナーン︶
の
寵
愛
を
受
け、
//p.043// 親
密
な
間
柄
で
あ
っ
た。
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ア
ム
ル
は
イ
ブ
ン・
リ
ド
ワ
ー
ン
を
配
下
と
し、
友
情
と
友
誼
を
結
び、
夜
話
に
参
加
し
た
り、
私的な集まりへ出掛けたりする
ようになり、血が通い合うような深い親交を
はぐくんだ。また彼は、イブン・リドワーンをスルターン 更に近づけ、イブ
ン・
リ
ド
ワ
ー
ン
の
市
場
で
彼
の
商
品
が
た
く
さ
ん
売
れ
る
よ
う
に
し
た︵イ
ブ
ン・
リ
ド
ワ
ー
ン
を
売
り
込
ん
だ︶
。
よ
り
重
要
な
事
が
あ
っ
て
自
分
が
不
在
の
折
に
は、
自
分
の
職
務
の
代
わ
り
を
イ
ブ
ン・
リ
ド
ワ
ー
ン
が
務
め
る
こ
と
で
良
し
と
し
た。
す
る
と、
イ
ブ
ン・
リ
ド
ワ
ー
ン
は
ス
ル
タ
ー
ン
に
気
に
入
ら
れ、
ス
ル
タ
ー
ン
の
も
と
で、
彼の美徳は遺憾なく発揮された。　﹇七﹈
五
四
／
一
三
五
三
年、
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ア
ム
ル
が
軍
隊
を
率
い
て
ビ
ジャーヤへ 遠征すると、イブン・リドワーンはスルターンの書状の作成を一手に担った。その後、イブン・アビー・アムルが帰還したが、スルターンはもはや彼を疎ましく思っていた。そこで彼をビジャーヤへと遠ざけ、彼にビ
ジ
ャ
ー
ヤ
と
そ
の
一
帯、
お
よ
び
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
（
76）に
い
る
ム
ワ
ッ
ヒ
ドゥーンとの戦闘 任せた。そし スルターンはイブン・リド
ーン一人に
書記職を任せ、かつてのイブン・アビー・アムルのように、彼に代署の職を委ねた。そこで、イブン・リドワーン 一人でその職を占め、イクター地や給
与
を
加
増
さ
れ、
威
信
が
増
し
た。
そ
の
後、
ス
ル
タ
ー
ン
は﹇七﹈
五
七
／
一
三
五
六
年
の
末
に
な
る
と、
イ
ブ
ン・
リ
ド
ワ
ー
ン
を
疎
ま
し
く
思
い、
代
署
（
77）の
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職
を
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
カ
ー
ス
ィ
ム・
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
マ
ド
ヤ
ン
（
78）に
任
せ、
公
文
書
の
起
草
と
裁
決
の
記
録
（
79）を
ア
ブ
ー・
イ
ス
ハ
ー
ク・
イ
ブ
ラーヒーム・イブン・ハーッジュ・ガルナーティー
（
80）に任せた。
　
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
（
81）の
治
世
に
な
る
と、
ス
ル
タ
ー
ン
は
代
署
の
職
を
軍
務
庁
長
官
の
ア
リ
ー・
イ
ブ
ン・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ス
ウ
ー
ド
（
82）に
任
せ、公文書の起草と裁決の記録と枢密文書の扱いをこの書の著者である、アブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
任
せ
た。
そ
の
後、
﹇七﹈
六
二
／一三六一年にアブ ・サーリムが亡くなると、ワズィール ウマル・イブン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
（
83）は、
//p.044// 彼
が
保
護
し
て
き
た
マ
リ
ー
ン
家
の
子
供
達
を
擁
し
て
実
権
を
握
っ
た。
ウ
マ
ル
は
実
権
を
握
っ
て
い
た
間
中、
代
署
の
職
を
イ
ブ
ン・
リドワーンに任せた。スルターン アブー・ハサンの子アブドゥルアズィーズ
（
84）が
彼
を
殺
害
し、
彼
の
権
力
を
奪
取
し
た
が、
イ
ブ
ン・
リ
ド
ワ
ー
ン
は
代
署
の
職
を
保
持
し
て
い
た。
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
が
死
亡
し、
彼
の
息
子
の
サ
イ
ー
ド
（
85）が、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル・
イ
ブ
ン・
ガ
ー
ズ
ィ
ー・
イ
ブ
ン・
カ
ー
ス
（
86）の
助
け
の
も
と
権
力
を
握
っ
た
が、
イ
ブ
ン・
リ
ド
ワ
ー
ン
は
そ
の
ま
ま
地
位を保持した。　
そ
の
後、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
フ
マ
ド
（
87）が
王
権
を
獲
得
し、
サ
イ
ー
ド
と
ア
ブ
ー・
バクル・イブン・ガー ィーから権力を奪うと ムハンマド・イブン・ウスマ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
カ
ー
ス
（
88）が
彼
の
治
世
に
お
け
る
実
力
者
と
し
て、
王
朝
の
実
権
を握った。しかし、代署の職は、以前と同様 、イブン・リドワ ンが保持し
た。
……
年
（
89）、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ブ
ー
イ
フ
ァ
ッ
ル
ー
サ
ン・
イ
ブ
ン・
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ビ
ー・
ア
リ
ー
（
90）を
包
囲
す
る
た
め
に
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
フマドがマラケシュへ親征 たさい、イブン・リドワーンはこの職を保持したままアザンムール
（
91）で死去した。
　
スルターン・アブー・ハサンの
一団には、マグリブの有徳者と名士の大集
団
が
い
た
が、
//p.045// 彼
ら
の
多
く
は
チ
ュ
ニ
ス
で
黒
死
病
に
よ
り
死
亡
し、
ま
た
彼
らのうちの一団は、アブー・ハサンの艦隊に乗船 ていて、艦隊が沈没したさいに溺れ死んだ。一方、彼らのうちには、
﹇イブン・リドワーンのように﹈
様々な災厄が見逃した他の者達もおり、彼らは定められた生涯を全うしたのである
（
92）。
︻イフリーキヤに到来したマグリブの知識人たち︼　
イフリーキヤでアブー・ハサンとともにいたウラマ には、マグリブにお
けるクルアーン読誦の大家であった、我らが師、アブー・アッバース・アフマ
ド・
イ
ブ
ン・
ム
ハ
ン
マ
ド・
ザ
ワ
ー
ウ
ィ
ー
（
93）が
い
た。
フ
ェ
ズ
の
師
匠
達
か
ら
学問とアラビア語を習得し、偉大な旅行家のアブー・アブドゥッラー・ムハンマド・イブン・ シャイドからハディースを伝え聞いた。クルアーン読誦の第一人者であり、その分野においては他の追随を許さないほどの才能の持ち
主
で
あ
っ
た。
ま
た
彼
は、
こ
れ
と
と
も
に、
ダ
ヴ
ィ
デ
家
の
ミ
ズ
マ
ー
ル
（
94）の
よ
う
な﹇美
し
い﹈
声
を
持
っ
て
い
た。
ザ
ワ
ー
ウ
ィ
ー
は
ス
ル
タ
ー
ン
と
と
も
に
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
夜
の
礼
拝
（
95）を
し、
時
に
は
彼
に
対
し
て、
そ
の﹇夜
の
礼
拝
に
割
り
当
てられた﹈クルアーンの六十分の一
（
96）を読み聞かせたものであった。
　
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
で
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
と
と
も
に
い
た
人
物
に
は、
メ
ク
ネ
ス
（
97）出
身
の人である、法学者の ブー・アブドゥッラー・ムハンマド・イブン・ムハン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
サ
ッ
バ
ー
グ
（
98）が
い
た。
彼
は
伝
承
に
よ
る
学
問
と
理
性
に
よ
る
学問において傑出した人物であり、ハディースと 伝承者達について熟知す
る
者
に
し
て、
﹃ム
ワ
ッ
タ
ア﹄
の
知
識
と
そ
の
書
の
読
誦
指
導
に
関
す
る
第
一
人
者
で
あ
っ
た。
フ
ェ
ズ
と
メ
ク
ネ
ス
の
師
匠
達
か
ら
諸
学
問
を
学
び、
我
ら
が
師、
ア
ブー・アブドゥッラー・アービリーと知り合い、彼に師事し、彼から理性よる諸学問を学んだ。イブン・サッバーグは ビリーのもとで学
問修業を
完成させ、ついには傑出した存在となっ 。ス タ は、自ら マジュリス
に
加
え
る
べ
く、
彼
を
選
び
招
請
し
た。
//p.046// イ
ブ
ン・
サ
ッ
バ
ー
グ
は
ア
ブー・ハサンとともにいて、最後はかの艦隊にて溺れて亡くなった。　
また、彼らのなかには、カーディーのアブー・アブドゥッラー・ムハンマ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ン
ヌ
ー
ル
（
99）が
い
た。
ネ
ド
ロ
マ
（
100）地
域
の
出
身
で、
彼
の
系
譜
は
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
族
（
101）に
属
し
て
い
た。
彼
は
マーリク派の法学に関して傑出した人物であり、イブン・イマ ム兄弟と呼ば
れ
た
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ド
と
ア
ブ
ー・
ム
ー
サ
ー
の
二
人
兄
弟
の
も
と
で
そ
れ
を
学
ん
だ。彼はこの二人 弟子のうち最も偉大な の一人であった。　
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
ト
レ
ム
セ
ン
を
征
服
し
た
さ
い、
イ
ブ
ン・
イ
マーム兄弟の地位をより高くし、彼ら二人の住む町に関して親しく助言を求めた。アブー・ハサンは、彼 治世 おい 、大勢の知識
人を呼び寄せて俸
給
を
与
え、
自
ら
の
マ
ジ
ュ
リ
ス
を
彼
ら
で
満
た
し
た。
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
は
そ
の
当
時、イブン・イマ ムに、自分のマジュリスに配すべき法 者 弟子の中から選定するように求めた そこでイブン・イマ ム兄弟達は彼に対し このイブン・ア ドゥンヌールを推挙し、アブー・ハサンは彼を呼び寄せ、近
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くに座らせるようにした。彼に軍隊付のカーディー職を任せた。イブン・アブ
ド
ゥ
ン
ヌ
ー
ル
は
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
一
団
に
属
し
て
い
た
が、
﹇七﹈
四
九
／
一三四八
－ 九年にチュニスで黒死病により死亡した。
　
と
こ
ろ
で、
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ン
ヌ
ー
ル
は、
兄
弟
の
ア
リ
ー
（
102）を
ト
レ
ム
セ
ン
に残していた。このアリーはイブン・イマームの講義において兄弟と共に学んでいたが、アリーは兄弟よりも法学の才能が劣っていた。スルタ ン・アブー・イナーンが、彼の父であるスルターン・アブー・ハサンへの服従を拒否し、フェズを襲撃すると、アリーを自分の一団に招集し、メクネ のカーデ
ィ
ー
職
を
任
せ
た。
そ
こ
で、
彼
は
し
ば
ら
く
そ
の
地
に
留
ま
り
続
け
た。
や
が
て、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
（
103）、
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
が
実
権
を
握
っ
た。
す
る
と、
//p.047// ア
リ
ー
は﹇巡
礼
の﹈
義
務
を
果
た
し
た
い
と
願
い、
ウ
マ
ル
は
彼
の職を解き、彼は﹇七﹈六四／一三六三年 メッカ巡礼へと出発した
。メッ
カ
に
到
着
し
た
後
も、
以
前
か
ら
の
病
が
癒
え
ず、
到
来
の
タ
ワ
ー
フ
（
104）の
最
中
に
亡
く
な
っ
た。
ア
リ
ー
は
息
子
ム
ハ
ン
マ
ド
の
た
め
に
巡
礼
の
ア
ミ
ー
ル
（
105）に
言
い
遺
し、
自分の息子とともに、遺言状をその当時エジプトを支配していたアミ ルのヤ
ル
ブ
ガ
ー・
ハ
ー
ッ
サ
キ
ー
（
106）に
届
け
る
よ
う
託
し
た。
そ
こ
で、
ヤ
ル
ブ
ガ
ー
は
ムハンマドに関してアリーの代理を良くつとめ、彼が不自由しない う、学
者
達
の
就
く
べ
き
職
を
与
え、
人
々
か
ら
後
ろ
指
を
さ
さ
れ
ぬ
よ
う、
彼
の
面
目
を
守
っ
た。
ム
ハ
ン
マ
ド
︱︱
神
が
彼
を
許
し
給
う
よ
う
に
︱︱
は
錬
金
術
（
107）に
傾
倒
し、
彼
と
同
じ
よ
う
に
錬
金
術
の
過
ち
を
犯
し
た
連
中
に
追
従
し
て
い
た。
彼
は
こ
の
こ
と
︵錬
金
術︶
に
勤
し
み
続
け、
人
々
と
の
間
で
信
仰
や
名
誉
の
問
題
に
関
わ
る
悶
着
を
巻
き起こし、ついにはエジプトから逃げ出さざるを得なくなった。ムハンマドは
バ
グ
ダ
ー
ド
（
108）に
た
ど
り
着
い
た
が、
こ
れ
と
同
様
の
事
態
が
彼
に
起
こ
っ
た。
そ
こ
で、
マ
ル
デ
ィ
ン
（
109）に
達
し、
そ
の
地
の
領
主
の
も
と
に
腰
を
据
え、
良
く
し
て
も
ら
っ
た。
﹇七﹈
九
〇
／
一
三
八
八
年
を
過
ぎ
て、
彼
が
そ
の
地
で
天
寿
を
全
う
し
た
と
の報せが我々のところに届いた。神のみが永遠の存在である。　
また、彼らのなかには、トレムセンの人である、数学の大家、アブー・ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ナ
ッ
ジ
ャ
ー
ル
（
110）が
い
た。
彼
は
故
郷
の
町で、その地の師匠達および我らが師、アービリーから学問を学び、彼を凌駕
し
た。
そ
の
後、
イ
ブ
ン・
ナ
ッ
ジ
ャ
ー
ル
は
マ
グ
リ
ブ
へ
と
旅
立
ち、
セ
ウ
タ
に
て、
﹃天
文
学
大
全﹄
（
111）の
注
釈
者
で
あ
る
数
学
の
第
一
人
者、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ヒ
ラ
ー
ル
（
112）と
知
り
合
っ
た。
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
は、
イ
マ
ー
ム・
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス・
イ
ブ
ン・
バ
ン
ナ
ー
か
ら
学
ん
だ
が、
イ
ブ
ン・
バンナーは天文学の知識や法則およびそれに関係することについての第一人者であった。イブン・ナッジャールは多くの知識を身につけてトレムセンへと
戻
り、
宮
廷
に
呼
ば
れ
た。
ア
ブ
ー・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
（
113）が
死
に、
ス
ル
タ
ー
ン・アブー・ハサンがトレムセンの支配者となると、イブン・ナッジャールを自らの一団に列し、彼に俸給を授与した。そこで、イブン・ナッジャールはアブー ハサンとともにイフリーキヤへ赴き、黒死病により死亡した。　
//p.048// ま
た、
彼
ら
の
な
か
に
は、
フ
ェ
ズ
の
人
で
あ
る、
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス・
ア
フ
マ
ド・
イ
ブ
ン・
シ
ュ
ア
イ
ブ
（
114）が
い
た。
彼
は
言
語
と
文
芸︵ア
ダ
ブ︶
、
および、哲学、数学、医学その他といった理性による諸学問において傑出していた。スルターン・アブー・サイードは彼を書記達の間に し、医者 して俸給を与えた。何故なら イブ ・シュア ブが彼らの中で何れも
抜
き
ん
出
て
い
た
か
ら
で
あ
る。
そ
う
い
う
わ
け
で、
イ
ブ
ン・
シ
ュ
ア
イ
ブ
は
ア
ブー・サイードの書記にして彼の医者ともなったのである。アブー・サイード
の
後
を
継
い
だ
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
と
も、
こ
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
た。イ ン シュアイブはイフリ キヤに赴き、 こで、かの疫病により亡くなった。彼には、古今の優れ 詩人に勝るとも劣ら いような詩の作品があ
っ
た。
詩
の
批
評
に
お
け
る
第
一
人
者
で、
詩
を
見
る
目
が
あ
っ
た。
現
在、
私
が
知っている彼の詩の一つに、以下 詩がある。
愛の館は高き地である　
そこに住まう者の願いは最も救われがたい
春一番の雨はその館の中庭に朝早くに降り注ぎ　
荒れ果てたその低地に跡を残して流れたのだろうか？
あるいは、弱りきったそよ風はそこで夜を過ごし　
バーンの樹
 （
115）やランドの樹
 （
116）に癒しを求めたのだろうか？
その風は私が待ち望む者達の話を語ってくれる　
たとえ彼らが道から外れてしまっていたとしても
その頃、褐色の日陰がそこでの私 家であり　
青色の水が私の水場であった
若いガゼルの中で、人々の視線が集まる場所　
そのガゼルは瞳の縁が濃緑色です りとした体躯
そのガゼルは乙女 目で汝を見つめる　
愛する者はその目
によって自ら進んで殺される
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だが、遅れていた災厄と幸運の失墜が　
突如として彼らに訪れた
彼らは荒野に失われてしまった　
汝
の
父
親
に
賭
け
て、
私
に
は
そ
の
損
失
を
悲
し
む
こ
と
な
し
に
生
き
る
こ
と
な
ど
できない彼らのある者は埋葬されてしまった　
泥土と墓の中に包まれてしまった
またある者は行方知れずとなり 姿が見えなくなった　
見えるのはただ隔絶という荒野 僻遠という砂漠のみ
//p.049// 彼らの亡き後も、私の人生は続いて行くのか
　
どうして、私は彼ら全てを失い、私一人にな てしまったのだろうか
悲しみに沈む私を罵ることなかれ、我が友よ　
私は見せているよりも遥かに大きな悲しみを隠しているのである
西方に、私は住まいを持っている　
それを思い出すと、絶え無き不眠が私のもと 夜ごと戻ってくるのだ
二羽の若鳥が、助けてくれる者達もおらず救いも無い、
危険に満ちた場所に
　
置き去りにされてしまった
︻イフリーキヤに到来したマグリブの知識人たち：イブン・マルズーク︼　
ま
た、
彼
ら
の
な
か
に
は、
ト
レ
ム
セ
ン
の
人
で
あ
る、
我
ら
が
友
で
説
教
師
の
ア
ブー・アブドゥッラー・ムハンマド・イブン・アフマド・イブン・マルズーク
（
117）が
い
た。
彼
の
先
祖
達
は、
シ
ャ
イ
フ・
ア
ブ
ー・
マ
ド
ヤ
ン
（
118）の
存
命
中
に
そ
の従者であった父祖以来、ウッバードで、彼のもとに留まり、
﹇彼の死後も﹈
そ
の
墓
廟
を
代
々
守
り
仕
え
て
き
た。
そ
の
名
を
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル・
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
（
119）と
い
う
五
代
か
六
代
前
の
彼
の
祖
先
は、
彼
ら
の
中
で
も
神
に
近
し
い
こ
と
（
120）で
知
ら
れ
て
い
た。
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
が
亡
く
な
る
と、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ド
族
出身のトレムセンのスルターンである、ヤグムラーサン・イブン・ザイヤーンは自らの城塞にある墓地に彼を埋葬した。ヤグムラーサン自身に定めの死が訪れたさいに、彼の傍らに埋められたいがためであった。　
このムハンマド﹇・イブン・マルズーク﹈はトレムセンで成長した。彼自
身
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と、
七
一
〇
／
一
三
一
〇
－ 一
年
の
生
ま
れ
で
あ
る。
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
は
父
（
121）と
と
も
に
マ
シ
ュ
リ
ク
へ
旅
立
っ
た。
父
親
は
高
貴
な
る
両
聖
都︵メ
ッ
カ
お
よ
び
メ
デ
ィ
ナ︶
に
お
い
て
聖
域
の
隣
人
と
な
っ
た
が
（
122）、
彼
自
身
は
カ
イ
ロ
へ
と
戻
っ
て
い
っ
た。
そ
し
て、
そ
の
地
に
滞
在
し、
ブ
ル
ハ
ー
ヌ
ッ
デ
ィ
ー
ン・
サ
フ
ァ
ー
ク
ス
ィ
ー・
マ
ー
リ
キ
ー
（
123）と
そ
の
兄
弟
の
も
と
で
学
び、
//
p.050// 学
究
と
ハ
デ
ィ
ー
ス
伝
承
に
お
い
て
傑
出
し
た
存
在
と
な
っ
た。
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズークは二つの書体
（
124）による書道に熟達していた。
　
そ
の
後、
﹇七﹈
三
五
／
一
三
三
四
－ 五
年
に
マ
グ
リ
ブ
へ
と
戻
り、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
ト
レ
ム
セ
ン
を
包
囲
し
て
い
る
最
中
に、
彼
と
面
会
し
た。
ア
ブー・ハサンは既にウッバードに大きなモスクを建設しており、イブン・マル
ズ
ー
ク
の
お
じ
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
（
125）が、
ウ
ッ
バ
ー
ド
における彼ら一族の慣習 従って、そのモスクで説教師をしていたが 亡くなった。そこで、スルタ ン イブン・マルズークをおじ
の代わりにこのモ
スクの説教師職に任命し、彼が説教壇の上からフトバを行い、スルターンを称
賛
し、
誉
め
称
え
る
の
を
聞
い
た。
ム
ハ
ン
マ
ド
は
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
に
気
に
入
ら
れ、アブー・ハサンは彼を寵愛し、側に置いた。これとともに、イブン・マルズークは二人 シャイフたるイブン・イマーム兄弟の講義に列席し、優れた者達や偉大な者達と知り合いになり、彼らから学問を学ぶように心 決めた。
ス
ル
タ
ー
ン
は
日
に
日
に
彼
を
重
用
し
て
い
っ
た。
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
は
ア
ブー・ハサンに同行してタリーファの戦いに赴いた 、そこにはムスリム達への試練があった。アブー・ハサンはアンダル の支配者への使節としてイブン・マルズークを用いていた。　
そ
の
後、
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
を
獲
得
す
る
と、
和
平
の
締
結
と
タ
リ
ー
フ
ァ
の
戦
い
の
さ
い
に
捕
虜
と
さ
れ
た
彼
の
息
子
ア
ブ
ー・
ウ
マ
ル・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
（
126）の
救
出
の
た
め
に、
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
は
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
使
者
と
し
て、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
の
王
で
あ
る
イ
ブ
ン・
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
（
127）の
も
と
へ
旅
に
出た。そのため、この旅 途上に て、カイラワーンの戦いには居合わせな
か
っ
た。
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
は
ア
ブ
ー﹇・
ウ
マ
ル﹈
（
128）・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
を連れ、王から 使節としてやってきたキリスト教徒の貴族の一団を率いて戻ったが、イフリーキヤ地方のコンスタンティーヌで カイラワー の戦の報せが彼ら一行に届いた。コンスタンティーヌには、スルターン 代官と駐
屯
軍
が
い
た
が、
そ
の
地
の
住
民
達
は
皆
集
ま
っ
て
彼
ら
に
対
し
て
反
乱
を
起
こ
し、
彼らから略奪し 。住民達は﹇ハフス朝﹈スルター ・アブー・ヤフヤ子ファドル 名によりフトバを実施し、ムワッヒドゥ ンの支配を再び承認し、ファドルを招請 そこで、ファドルは彼らのもとへやってきて 町を支配した。イブン・マルズークはその地を離れ 名士や代官、諸王からの
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使
節
の
一
団
と
と
も
に、
マ
グ
リ
ブ
へ
と
帰
還
し
て
いった
（
129）。
　
　
そ
し
て、
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
お
気
に
入
り
の
愛
妾
で
あ
る、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
母
（
130）と
と
も
に、
フ
ェ
ズ
に
い
た
ス
ル
タ
ー
ン﹇ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン﹈
の
も
と
を
訪
れ
た。
と
い
う
の
も、
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
母
は、
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
を
追
っ
て
旅
し
て
い
た
が、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
で
の
事
件
の
報
が
彼
女
に
届
く
と、
//p.051// 不
安
に
な
っ
た。
そ
し
て、
彼
女
の
も
と
に、
息
子
で
あ
る
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
父親の王権を奪いフェズを征服したとの報せが届いた。そこで、この母親はアブー・イナーンのところに戻り、イブン・マルズークは彼女に仕えて同行したのである。それから、イブン・マルズークはトレムセンへ赴くことを望ん
だ
の
で、
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
達
は
彼
の
任
を
解
い
て
そ
こ
へ
向
か
わ
せ
た。
彼
は
ウッバードにて祖先達と同様に過ごした。　
この当時トレムセンには、アブー・サイード・ウスマーン・イブン・アブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ヤ
フ
ヤ
ー・
イ
ブ
ン・
ヤ
グ
ム
ラ
ー
サ
ン・
イ
ブ
ン・
ザ
イ
ヤ
ー
ン
（
131）が
い
た。
彼
の
部
族
で
あ
る
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ド
族
は、
彼
ら
に
つ
い
て
前
述
し
た
よ
う
に
（
132）、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
戦
い
の
後、
当
時
イ
ブ
ン・
タ
ー
フ
ラ
ー
ギ
ー
ン
が﹇マ
リ
ー
ン
朝
軍
が
駐
屯
す
る
チ
ュ
ニ
ス
の﹈
城
塞
を
包
囲
し
て
い
る
時
に、
チュニスにて彼に忠誠を誓っていた。そしてアブドゥルワード族はトレムセンに向かったのだが、そこで彼らの王家の一員であるアブー・サイード・ウス
マ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ジ
ャ
ッ
ラ
ー
ル
（
133）の
姿
を
目
に
し
た。
イ
ブ
ン・
ジ
ャ
ッ
ラ
ー
ルは、スルターン・アブー・イナーンが父に対して反乱を起こしフェズへ進攻するにさいしてトレムセンにおける代官に任じられていたが、アブー・イナ
ー
ン
の
フ
ェ
ズ
侵
攻
の
後
に
反
乱
を
起
こ
し
て、
自
立
を
宣
言
し
て
い
た
の
で
あ
る。
そ
こ
で、
﹇ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド・﹈
ウ
ス
マ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
は、
兄
弟
の
ア
ブ
ー
･
サ
ー
ビ
ト
（
134）や
彼
ら
の
一
族
で
あ
る
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ド
族
と
ともにイブン・ジャッラー に立ち向かった。そして、彼らはトレムセンイ
ブ
ン・
ジ
ャ
ッ
ラ
ー
ル
か
ら
奪
取
し、
彼
を
捕
ら
え
て
殺
害
し
た。
こ
う
し
て、
ア
ブー・サイードがトレムセンの王権を得て、兄弟のアブー・サービトが彼に次ぐ地位についた。　
そ
れ
か
ら、
﹇マ
リ
ー
ン
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
チ
ュ
ニ
ス
か
ら
船
に乗り込んだが、彼の艦隊は沈んでしまった。スルターン・アブー・ハ ンはアルジェへと逃れ、その地に落ち着いた。そして、軍を集めてトレムセンへ向かった。　
こ
の
際
に
ア
ブ
ー
･
サ
イ
ー
ド
は、
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
と
連
絡
を
取
り、
彼
の
西
進
か
ら自分たちを防ごうと考えた。そして、この交渉の めにハティ ブ イン・マルズークを選んだ。ア イブン・マルズークを召しだし、彼にスルターン・アブー・ハサンとの会見 対する口上を託 た。それで、イブン・マルズークはこの﹇役目の﹈ために砂漠 道をとった。アブー･
サ
ー
ビ
ト
と
彼
ら
の
一
族
で
あ
る
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ド
族
は
こ
の
情
報
を
知
り、
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド
に
対
し
て
こ
の
交
渉
に
つ
い
て
同
意
せ
ず、
彼
を
非
難
し
た。
し
か
し、アブー・サ ードは素知らぬふりをした。それで彼らは イブン・マズ
ー
ク
を
妨
害
す
る
た
め
に
ス
カ
イ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ー
ミ
ル
（
135）を
派
遣
し、
ス
カ
イ
ルはイブン・マルズークを連れ戻し 。それから、彼らは ブン・マルズーク
を
数
日
の
間
捕
ら
え、
海
を
越
え
ア
ン
ダ
ル
ス
へ
と
追
放
し
た。
そ
し
て、
イ
ブ
ン・
マルズークは﹇ナスル朝﹈スルターン・アブ ・ハッジャージュのも でグラナダに落ち着いた。というのもタリーファの戦いのすぐあ で、セウタでのスルターン・アブー・ハサンのマジュリスで彼と出会って以来の縁があったためである。　
そして、アブー・ハッジャージュは以前からのよしみでイブン・マルズー
ク
を
保
護
し、
彼
を
そ
ば
に
置
き、
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
（
136）の
モ
ス
ク
の
説
教
師
職
に
据
え
た。イブン・マルズークは、アブー・イナーン 父、ア
ブー・ハサンが逝去
し、
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
支
配
権
が
ト
レ
ム
セ
ン
と
そ
の
諸
地
域
に
及
ん
だ
後
の
﹇七﹈
五
四
／
一
三
五
三
年
に、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
に
召
さ
れ
る
ま
で
系図3　13〜14世紀のザイヤーン朝（1236〜1389年）
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その説教師職に留まった。　
//p.052// イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
が
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
も
と
に
着
く
と、
ス
ル
タ
ー
ン
は
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
と
の
縁
を
大
切
に
し、
自
分
の
マ
ジ
ュ
リ
ス
に
集
う
人々の出席者 上席においた。イブン・マルズークは、スルターン御前の学問のマジュリスにおいてクルアーンを朗誦し、マジュリスの場で進講する人たちとともに、彼の順番になると進講をおこなった。　
その後、スルターン・アブー・イナーンはチュニスを領有した﹇七﹈五八
／
一
三
五
七
年
に、
﹇ハ
フ
ス
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー
（
137）の
娘
と
の
間
に
婚
姻
を
結
ぶ
た
め
に、
チ
ュ
ニ
ス
へ
と
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
を
派
遣
し
た。
し
か
し、アブー・ヤフヤーの娘はこの婚姻を拒み、チュニスに身を隠した。そして、
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
に
対
し
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
が
彼
女
の
居
場
所
に
つ
い
て
知っているという誹謗が起きた。そのためアブー・イナーンはイブン・マルズ
ー
ク
に
対
し
立
腹
し、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
か
ら
戻
っ
て
い
っ
た。
そ
れ
か
ら、
チュニスの人々は、チュニスにいた役人や守備兵などの人々に対して反乱をお
こ
し、
ア
ブ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
タ
ー
フ
ラ
ー
ギ
ー
ン
を
マ
フ
デ
ィ
ー
ヤ
（
138）か
ら
招
請
し
た。
そ
れ
で、
イ
ブ
ン・
タ
ー
フ
ラ
ー
ギ
ー
ン
は
チ
ュ
ニ
ス
に
や
っ
てきて、その地域を領有した。そのためマリーン朝の人々は、艦隊に乗り込みトレムセンの停泊所に留まった。一方、スルタ ン・アブー・イナ ンはイ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
の
捕
縛
を
命
じ、
こ
の
た
め
に
ス
ル
タ
ー
ン
の
近
衛
兵
（
139）の
司
令
官
で
あ
る、
ヤ
フ
ヤ
ー・
イ
ブ
ン・
シ
ュ
ア
イ
ブ
（
140）が
出
発
し
た。
イ
ブ
ン・
シ
ュ
ア
イ
ブ
は、
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
を
テ
ッ
サ
ラ
（
141）で
見
つ
け、
そ
こ
で
彼
を
捕
ら
え
てスルターンのもとへと彼を連行した。スルターンは彼を呼び出し、厳しく非難した。そしてしばらくのあいだイブン・マルズークを監禁したが、自らの死の直前に解放した。　
そ
れ
か
ら、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
死
後
に
マ
リ
ー
ン
朝
は
混
乱
に
陥
った。マリーン家の一部は、ヤアクーブ・イブン・アブドゥルハックの子
孫
の
あ
る
有
力
者
（
142）に
忠
誠
を
誓
っ
た。
そ
し
て、
彼
ら
は
新
フ
ェ
ズ
を
包
囲
し
た
が、
そ
こ
に
は
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
息
子
の
サ
イ
ー
ド
（
143）と
そ
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
で
実
権
を
握るハサン・イブン・ウマル
（
144）がいた。
　
ところで一方、アブー・サーリムは当時アンダルスにいたが、それという
のもスルターンのアブー・ハサンの死後にアブー・サーリムの兄弟であるル
タ
ー
ン
の
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が、
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
と
彼
の
従
兄
弟
で
あ
る
ア
ブ
ー・
ア
リ
ー
の
子
ら
を
す
べ
て
捕
え、
ア
ン
ダ
ル
ス
へ
と
追
い
出
し
た
か
ら
で
あ
っ
た。アブー・イナーンの死後、アブー・サーリムは、マグリブの王位に就くこ
と
を
望
ん
だ。
//p.053// し
か
し、
当
時
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
ッ
ジ
ャ
ー
ジ
ュ
の
息
子
（
145）に
た
い
し
て
実
力
を
持
ち、
ア
ン
ダ
ル
ス
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
リ
ド
ワ
ー
ン
（
146）が
彼
を
阻
止
し
た。
そ
れ
で、
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
は
敵
地
（
147）に
あ
っ
た
セ
ビ
ー
リ
ャ
に
行
き、
当
時
そ
れ
ら
の
地
の
王
で
あ
っ
た
ペ
ド
ロ
（
148）の
も
と
に
落
ち
着
い
た。
それから、ペドロはアブー・サーリムのために船を用意し、
﹁対岸﹂
︵マグリ
ブ︶
へ
と
渡
ら
せ
た。
そ
れ
か
ら、
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
は
グ
マ
ー
ラ
族
（
149）の
土
地
に
あ
る
サ
フ
ィ
ー
ハ
山
（
150）に
逗
留
し
た。
そ
し
て、
こ
の
山
の
民
で
あ
る
ム
ス
ニ
ー
族
（
151）
と
ム
ニ
ー
ル
族
（
152）の
人
々
が
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
の
呼
び
か
け
に
応
じ、
 彼
の
企
て
は
果
たされて王位についた。この との詳しい情報は、マリーン朝についての話の中で彼について説明した
（
153）。
　
イブン・マルズークはアブー・サーリムがアンダルスにいた頃から連絡を
取
り、
彼
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
申
し
出
て、
彼
と
諸
々
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
た。
また、アブー・サーリムがサフィーハ山にいた頃にも書をやりとりし、彼の一族の指導者たちに働きかけを行い、彼の権力獲得に向けて動いていたようである。　
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
が
王
位
に
つ
い
た
と
き、
彼
は
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズークの働きすべてをよみして彼を保護した。そして 彼を人々の上位に置き、彼を寵愛し、彼に自分の手にある権力の手綱を託した。こうして、人々は
彼
の
後
に
従
い、
王
朝
の
名
士
た
ち
は
彼
の
門
を
た
た
き、
彼
に
な
び
い
た。
し
か
し、このために宮廷の人々は彼に嫉妬 、 のことで人々は怒りをスルターン
へ
と
向
む
け
た。
そ
し
て、
人
々
は
機
会
を
待
ち
続
け、
と
う
と
う
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
が
新
フ
ェ
ズ
を
襲
っ
た。
人
々
は
ス
ル
タ
ー
ン
か
ら
離
反
し、
﹇七﹈
六
二
年
の
終
わ
り
／
一
三
六
一
年
九
月
に
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
を
殺
害
し
た。
ま
た
彼
は、
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
を
投
獄
し、
彼
が
擁
立
し
た
ス
ル
タ
ー
ン・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
﹇ア
ビ
ー・﹈
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ハ
サ
ン
（
154）に
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
に
つ
い
て
の
処
断を促した。そこで、スルターンはイブン・マルズークを尋問し、財産を没収
し
た。
宮
廷
の
人
々
の
多
く
が
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
を
処
刑
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
が、それ 禁じ うえで、解放した。　
それから、イブン・マルズークは﹇七﹈六四／一三六二
－ 三年にチュニス
に
入
っ
た。
そ
し
て、
﹇ハ
フ
ス
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
イ
ス
ハ
ー
ク
と
王
朝
の
実
力
者
で
ス
ル
タ
ー
ン
に
影
響
力
の
あ
る
ア
ブ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
タ
ー
フ
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ラ
ー
ギ
ー
ン
の
も
と
に
逗
留
し
た。
//p.054// 
彼らはイブン・マルズークの到来を歓待し、チュニスのムワッヒドゥーン・モスク
（
155）の
説
教
師
職
に
就
け
た。
そ
し
て、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
イ
ス
ハ
ー
ク
が﹇七﹈
七〇／一三六九年に亡くなるまで、その地位にいた。　
その後、アブー・イスハークの息子の
ハ
ー
リ
ド
（
156）が
ス
ル
タ
ー
ン
位
に
即
い
た
が、
﹇七﹈
七
二
／
一
三
七
〇
年
に
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー
の
孫
で
あ
る
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
（
157）が、
彼
の
本
拠地であるコンスタンティーヌからチュニ
ス
へ
と
進
軍
し、
チ
ュ
ニ
ス
を
占
領
し
て
ハーリドを殺害した。　
しかし、イブン・マルズークはこのア
ブー・アッバースに対 て疑念を持っていた。というのも、彼がフェズにいたころ、ビジャーヤの支配者でアブー・アッバ
ー
ス
の
従
兄
弟
で
あ
る
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド
（
158）の
味
方
を
し
ており、スルターン・アブー・サーリムの
も
と
で
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
よ
り
も
ア
ブー・アブ ゥッラー・ムハンマドに好意
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る。
果
た
し
て、
スルターンとなったアブー・アッバ スはイブン・マルズークをチュニスの説教師職から解任した であった。彼はこれを黙って受け入れ、東方への旅を決意した。そして、スルターンは彼にそれを許した。　
それから、イブン・マルズークは海路
を
東
へ
と
向
か
い、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
下
船
し
て
カ
イ
ロ
へ
と
移
動
し
た。
そ
し
て、彼は知識人や王朝のアミールたちと会見し、彼らのもとで彼の持っている商品 売り込んだ︵知識を披歴した︶
。そして、知識人やアミールたちは、
彼
を
ス
ル
タ
ー
ン
に
接
見
さ
せ
た。
当
時
の
ス
ル
タ
ー
ン
は
ア
シ
ュ
ラ
フ
（
159）で
あ
っ
た。
その結果、イブン・マルズークはスルタ ンのマジュリスに出席するようになり、学問にかかわる諸々の職を与えられた。それで、彼は生活の糧をそこから得る手段を得た。ところでイブン・マ ズ クをスルターン 引き合わせ
た
の
は、
ス
ル
タ
ー
ン
の
ウ
ス
タ
ー
ダ
ー
ル
（
160）で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
ク
ブ
ガ
ー・
ア
ー
ス
（
161）で、
彼
は
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
が
カ
イ
ロ
に
や
っ
て
き
た
始
めのころに会見した人物であった。ムハンマド・イブン・ア ブガー・アースはイブン・マルズークを気 入り を機知に富んだ人物であると見出した。ムハンマド・イブン・アクブガー・アースは彼のために骨を折り、そしてそれは上述 よう 功を奏したの　
その後、イブン・マルズークは、カイロに居を落ち着け、そこで彼は尊敬
される地位に置かれ、高徳の人物と て知られるようになった。また、しばしばマーリク派のカーディーの候補と て推された の職務 おいて教育活動をつづけたりして、ついに﹇七﹈八一／一三七九年に同地で亡くなった
（
162）。
　
//p.055// こ
こ
ま
で
が
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
一
行
の
中
で
同
席
し
た、
我々の師たちと我々の友人 ちの説明である。しかし、この本の目的は冗長に書くことで
はないので、このあたりで止めておく。それでは話を著者のこ
とへと戻す。　︻註︼
︵
1︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、四〇頁参照。
︵
2︶
校訂者イブン・ターウィートは、一七世紀に書かれたイブン・カーディーによるフ
ェ
ズ
の
人
名
辞
典
に
依
拠
し
て、
彼
の
名
を
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー・
イ
ブ
ン・
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
と
補
っ
て
い
る。
し
か
し、
ブ
ー
ラ
ー
ク
版
や
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
の
諸
写
本
に
ア
リ
ー
と
い
う
名
が
見
ら
れ
な
い
こ
と、
自
伝
本
文
中
で
も
す
ぐ
後
で
サ
ッ
テ
ィ
ー
の
父
の
名
を
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら、
こ
こ
で
は
イ
ブ
ン・
タ
ー
ウ
ィ
ー
ト
説
を
と
ら
な
か
っ
た。
た
だ
し、
依
然
と
し
て
疑
問
は
残
る
︵
al-‘Ibar, vol. 7, p. 
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ま
で
に
は
比
較
的
大
き
な
ム
デ
ハ
ル
共
同
体
が
存
在
し
て
お
り、
ト
レ
ー
ド
か
ら
の
ム
ス
リ
ム
移住者により形成されたものと考えられている
︵
cf. L
.P. H
arvey, Islam
ic Spain 1250 
to 1500, C
hicago: T
he U
niversity of C
hicago P
ress, 1990, pp. 68-69 ︶。
︵
12︶
Y
aghm
urāsan ibn Z
ayyān. ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
初
代
君
主
ヤ
グ
ム
ラ
ー
サ
ン・
イ
ブ
ン・
ザ
イ
ヤーン
︵在位一二三六～一二八三年︶
。ムワッヒド朝末期の混乱に乗じてトレムセ
ン
で
自
立
し、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
を
建
国
し
た
︵
Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād fī 
dhikr al-m
ulūk m
in B
anī ‘A
bd al-W
ād, A
lgiers: al-M
aktaba al-W
aṭanīya, 1980, pp. 204-
207; al-‘Ibar, vol. 7, pp. 78ff; A
bun-N
asr, A
 H
istory of the M
aghrib, pp. 135-136 ︶。
︵
13︶
ヤ
グ
ム
ラ
ー
サ
ン
の
子
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド・
ウ
ス
マ
ー
ン
A
bū S
a‘īd ‘U
thm
ān ︵在
位
一
二
八
三
～
一
三
〇
四
年︶
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
父
の
後
を
継
い
だ
が、
一
二
九
九
年
以
降、
マ
リ
ー
ン
朝
に
よ
る
大
規
模
な
ト
レ
ム
セ
ン
包
囲
に
見
舞
わ
れ、
そ
の
中
で
没
し
た
︵
Y
aḥyā 
ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād, pp. 208-210; al-‘Ibar, vol. 7, pp. 91ff. ︶。
︵
14︶
M
uḥam
m
ad ibn G
halbūn. 不
詳。
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
の
歴
史
を
著
し
た
ヤ
フ
ヤ
ー・
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
伝
え
る
ヤ
グ
ム
ラ
ー
サ
ン・
イ
ブ
ン・
ザ
イ
ヤ
ー
ン
お
よ
び
そ
の
息
子
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド・
ウ
ス
マ
ー
ン
治
世
の
カ
ー
デ
ィ
ー
一
覧
の
中
に
は、
こ
の
名
は
見
あ
た
ら
な
い。
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
マ
ル
ワ
ー
ン
と
い
う
名
が
あ
る
の
で、
こ
の
人
物
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
︵
cf. Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād, 
pp. 205, 208 ︶。
︵
15︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、五四頁、註一五二参照。
︵
16︶
H
unayn. ト
レ
ム
セ
ン
の
北
方、
地
中
海
に
面
し
た
港
町。
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
期
か
ら
繁
栄
し
始
め、
一
四
世
紀
に
は
ト
レ
ム
セ
ン
の
外
港
と
し
て、
サ
ハ
ラ
交
易
と
地
中
海
交
易
と
を
連
結
す
る役割を担った
︵
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, “H
unayn” ︶。
︵
17︶
T
āw
arīrat. 現
モ
ロ
ッ
コ
東
部
の
都
市。
フ
ェ
ズ
か
ら
ト
レ
ム
セ
ン
へ
向
か
う
途
上
に
位
置
す
る。
一
二
九
四
年、
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ヤ
ア
ク
ー
ブ・
ユ
ー
ス
フ
が、
そ
れ
ま
で
マ
リ
ー
ン
朝
と
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
の
境
界
地
域
だ
っ
た
こ
の
地
域
を
占
領
し、
砦
を
築
い
た
︵
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 219-220 ︶。
︵
18︶
al-jund al-andalusīyūn. 一
三
世
紀
前
半
の
レ
コ
ン
キ
ス
タ
の
進
展
の
結
果、
ア
ン
ダ
ル
ス
か
ら
多
く
の
移
民
が
北
ア
フ
リ
カ
に
流
入
し
て
い
た
た
め、
マ
リ
ー
ン
朝
で
は
ア
ン
ダ
ル
ス
出
身
者
か
ら
成
る
部
隊
が
作
ら
れ
て
い
た
︵
M
uḥam
m
ad al-M
anūnī, W
araqāt ‘an ḥaḍārat al-
M
arīnīyīn, R
abat: Jām
i‘at M
uḥam
m
ad al-K
hām
is, 1996, pp. 99-100 ︶。
︵
19︶
al-m
usūḥ. こ
こ
で
は、
織
目
の
粗
い
羊
毛
の
衣
服
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る。
cf. R
. D
ozy, 
D
ictionnaire détaillé des nom
s des vêtem
ents chez les arabes, A
m
sterdam
, 1845, p. 406.
︵
20︶
R
ibāṭ al-‘U
bbād. ウッバードは、トレムセン
東郊の丘で墓地。ここには著名なスー
フ
ィ
ー、
ア
ブ
ー・
マ
ド
ヤ
ン
︵一
一
九
八
年
没︶
の
墓
廟
が
あ
り、
多
く
の
参
詣
者
を
集
め
るとともに、スーフィーたちの修行の場となっていた
︵
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd 
389; Ibn al-Q
āḍī, Jadhw
at al-iqtibās fī dhikr m
an ḥalla m
in al-a‘lām
 m
adīnat F
ās, ed. 
‘A
bd al-W
ahhāb Ibn M
anṣūr, R
abat: D
ār al-M
anṣūr, 1973-4, pp. 228-229 ︶。
︵
3︶
サッタ族はサンハージャ系のベルベル部族で、イブン・ハルドゥーンの時代には現
在
の
モ
ロ
ッ
コ
中
部
の
平
原
地
帯
に
住
み、
定
住
農
耕
を
行
っ
て
い
た
︵
al-‘Ibar, vol. 6, p. 
206 ︶。
一
方、
そ
の
祖
と
さ
れ
る
ア
ウ
ラ
バ
族
は、
七
～
八
世
紀
に
は
勢
力
の
き
わ
め
て
大
き
な
部
族
で、
ア
ラ
ブ
の
征
服
に
激
し
く
抵
抗
し
た
後
に
西
方
へ
移
住
し、
現
在
の
モ
ロ
ッ
コ
に
至
っ
た
と
い
う。
八
世
紀
末
に
は
シ
ー
ア
派
の
反
乱
に
失
敗
し
て
亡
命
し
て
き
た
イ
ド
リ
ー
ス
を擁してイドリース朝を建国した
︵
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 145-147 ︶。
︵
4︶
A
bū al-Ḥ
asan al-Ṣ
ughayyir, ‘A
lī ibn ‘A
bd al-Ḥ
aqq al-Z
arw
īlī ︵一
三
一
九
－ 二
〇
年
没︶
。
フ
ェ
ズ
の
マ
ー
リ
ク
派
法
学
者
で、
短
躯
で
知
ら
れ
た。
タ
ー
ザ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
を
経
て、
一
三
〇
九
年、
フ
ェ
ズ
の
大
カ
ー
デ
ィ
ー
に
任
命
さ
れ
た
︵
al-‘Ibar, vol. 7, p. 240; Ibn al-
Q
āḍī, Jadhw
at al-iqtibās, p. 472 ︶。
︵
5︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、五一頁、註八六参照。
︵
6︶
A
bū al-Ḥ
asan al-L
akhm
ī, ‘A
lī ibn M
uḥam
m
ad al-R
ab‘ī ︵一
〇
八
五
－ 六
年
没︶
。
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
出
身
で
ス
フ
ァ
ー
ク
ス
で
活
躍
し
た
マ
ー
リ
ク
派
法
学
者。
サ
フ
ヌ
ー
ン
の
マ
ー
リ
ク
派
法
学
書﹃編
纂
al-M
udaw
w
ana ﹄
に
対
す
る
注
釈
と
し
て﹃教
示
の
書
al-Tabṣira ﹄
を
著
し
た
︵
al-Q
āḍī ‘Iyāḍ, Tartīb al-m
adārik w
a taqrīb al-m
asālik li-m
a‘rifat a‘lām
 m
adhhab 
M
ālik, ed. M
uḥam
m
ad ibn T
āw
īt et al., R
abat: W
izārat al-A
w
qāf w
a al-Shu’ūn al-Islām
īya, 
1966-1983, vol. 8, p. 109 ︶。﹃編
纂﹄
は
マ
グ
リ
ブ・
ア
ン
ダ
ル
ス
の
マ
ー
リ
ク
派
法
学
に
と
っ
て
最
も
権
威
あ
る
著
作
で、
ラ
フ
ミ
ー
は
じ
め
多
く
の
法
学
者
が
要
約・
注
釈
な
ど
を
残
し
た
︵﹁イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
２﹂
、
五
〇
頁、
註
八
一、
註
八
二
；﹃歴
史
序
説﹄
第三巻、二一二
－ 二一三頁︶
。
︵
7︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、五三頁、註一三七参照。
︵
8︶
A
bū ‘Inān F
āris ibn A
bī al-Ḥ
asan ‘A
lī. マリーン朝第一二代君主アブー・イナーン・
ファーリス
︵在位一三四八～一三五八年︶
。父アブー・ハサンがカイラワーンの戦
い
で
戦
死
し
た
と
の
誤
報
を
受
け、
即
位
を
宣
言
し
た。
父
の
死
後、
マ
リ
ー
ン
朝
の
全
権
を
掌
握
し
た。
ト
レ
ム
セ
ン
征
服
︵一
三
五
二
年︶
や
チ
ュ
ニ
ス
征
服
︵一
三
五
七
年︶
な
ど、
父
王
と
同
様
に
マ
リ
ー
ン
朝
の
軍
事
力
が
マ
グ
リ
ブ
全
土
を
席
巻
す
る
時
代
を
も
た
ら
し
た
︵
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 278ff; A
bun-N
asr, A
 H
istory of the M
aghrib, C
am
bridge: C
am
bridge 
U
niversity P
ress, 1987, pp. 111-113 ︶。
︵
9︶
cf. al-‘Ibar, vol. 6, pp. 360-361 ; vol. 7, pp. 284-285.
︵
10︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、四〇
－ 四一頁参照。
︵
11︶
Ā
bila ︵現
Á
vila ︶
. マ
ド
リ
ー
ド
の
北
西
に
位
置
す
る
ス
ペ
イ
ン
中
部
の
都
市。
イ
ス
ラ
ー
ム
期
に
は
さ
ほ
ど
重
要
な
地
で
は
な
く、
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
は
多
く
の
情
報
を
語
っ
て
い
な
い。
遅
く
と
も
一
二
世
紀
初
め
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
支
配
下
に
入
っ
て
い
た。
一
方、
一
三
世
紀
末
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edition, “T
ilim
sān” ︶。アブー・マドヤンについては、註一一八参照。
︵
21︶
K
arbalā’. イラク南部の地名。第四代正統カリフ、アリー・イブン・アビー・ター
リ
ブ
の
次
男
フ
サ
イ
ン
が
ウ
マ
イ
ヤ
朝
軍
の
攻
撃
に
よ
り
六
八
○
年
に
殺
害
さ
れ
た
場
所。
フ
サインの墓廟があり、現在に至るまでシーア派の重要な参詣地となっている。
︵
22︶
B
anū al-Ḥ
usayn. カ
ル
バ
ラ
ー
で
殺
害
さ
れ
た
フ
サ
イ
ン
の
後
裔。
フ
サ
イ
ン
の
母
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
を
通
じ
て、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
血
統
を
伝
え
る
一
族
で
あ
る。
な
お、
﹃歴
史
序
説﹄
に
は﹁フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
家
問
題
に
つ
い
て、
こ
れ
に
対
す
る
人
々
の
意
見
と
真
相﹂
と
題
す
る
長
い
一
節
が
あ
り、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
の
末
裔
が
マ
フ
デ
ィ
ー︵救
世
主︶
と
し
て
到
来
す
る
と
い
う
信
仰
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る。
そ
の
節
の
中
に
も
こ
れ
と
同
じ
逸
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
︵﹃歴
史
序
説﹄
第
二
巻、
三
七
〇
頁︶
。
マ
グ
リ
ブ・
ア
ン
ダ
ル
ス
史
に
お
い
て
は、
一
〇
世
紀
の
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
の
例
を
は
じ
め
と
し
て、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
の
末
裔
を
名
乗
る
人
物
が
マ
フ
デ
ィ
ー
と
し
て
蜂
起
す
る
事
例
が
数
多
く
見
ら
れ、
こ
の
逸
話
も
そ
う
し
た
文
脈
で
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
cf. M
ercedes G
arcía-A
renal, M
essianism
 and P
uritanical R
eform
. 
M
ahdīs of the M
uslim
 W
est, L
eiden: B
rill, 2006, p. 207.
︵
23︶
ghusl. 性
交
や
夢
精
に
よ
っ
て
身
体
が
穢
れ
た
際
に、
水
な
い
し
砂
で
体
を
清
め
る
こ
と。
牧
野
信
也
訳﹃ハ
デ
ィ
ー
ス
　
イ
ス
ラ
ー
ム
伝
承
集
成﹄
中
央
公
論
新
社
︵中
公
文
庫︶
、
二〇〇一年、第一巻、一一○
－ 一二九頁参照。
︵
24︶
kāfūr (cam
phor). C
10 H
16 O
. ク
ス
ノ
キ
の
木
部
か
ら
得
ら
れ
る
テ
ル
ペ
ン
系
ケ
ト
ン
化
合
物。
刺
激
性
の
特
有
な
臭
い
と
強
烈
な
芳
香
性
の
味
を
有
す。
防
虫
剤
や
外
用
医
薬
品
と
し
て
用
い
ら
れ
る。
服
用
す
る
と、
嘔
吐、
眩
暈、
興
奮、
癲
癇
様
発
作、
意
識
障
害
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
︵﹁防
虫
剤﹂
﹃有
毒・
有
害
物
質
が
分
か
る
事
典﹄
吉
岡
安
之
編、
日
本
実
業
出
版
社、
一
九
九
六
年、
五
○
－ 五
一
頁
；﹁し
ょ
う
の
う
 樟
脳﹂
﹃化
学
大
辞
典﹄
共
立
出
版、
二
○
○
三
年、
第
四
巻、
八
一
一
頁
；︵財︶
日
本
中
毒
情
報
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
中
毒
情
報
デ
ー
タ
ベース﹁カンフル﹂
︵
http://w
w
w
.j-poison-ic.or.jp/ ︶︶。
︵
25︶
Taqī al-D
īn Ibn D
aqīq al-‘Īd, A
bū al-F
atḥ M
uḥam
m
ad ibn ‘A
lī ibn W
ahb ibn M
uṭī‘ al-
Q
ushayrī al-Q
ūṣī al-S
hāfi
‘ī ︵一三○二年没︶
。はじめマーリク派に属していたが、後
に
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
に
転
向
し、
大
カ
ー
デ
ィ
ー
を
務
め
た
人
物。
伝
承
諸
学、
理
性
的
諸
学
両
分
野
に
優
れ
た
学
者
で、
ス
ブ
キ
ー
は
彼
を
評
し
て﹁ヒ
ジ
ュ
ラ
七
世
紀
初
頭
に
お
い
て
神
よ
り
遣
わ
さ
れ
た
学
者
al-‘ālim
 al-m
ab‘ūth
で
あ
り、
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
関
し
て
名
高
き
人
物﹂
と
言
っ
て
い
る
︵
al-S
ubkī, Ṭ
abaqāt al-shāfi‘īya al-kubrā’, ed. M
aḥm
ūd M
uḥam
m
ad 
al-Ṭ
anāḥī &
 ‘A
bd al-F
aṭtāḥ M
uḥam
m
ad al-Ḥ
ilw
, 10vols., C
airo: D
ār Iḥyā’ al-K
utub al-
‘A
rabīya, 1964-76, vol. 9, pp. 207-249; Ibn Taghrībirdī, al-N
ujūm
 al-zāhira fī m
ulūk M
iṣr 
w
a al-Q
āhira, ed. Ibrāhīm
 ‘A
lī Ṭ
ulḥān et al., C
airo, 1963-72, vol. 8, pp. 206-207; al-
S
uyūṭī, Ḥ
usn al-m
uḥāḍara fī ta’rīkh M
iṣr w
a al-Q
āhira, ed. M
uḥam
m
ad A
bū al-F
aḍl 
Ibrāhīm
, 2vols, C
airo, 1968-69, vol. 1, pp. 317-320; Ibn K
athīr, al-B
idāya w
a al-nihāya, 
C
airo: D
ār al-R
ayyān, 1988, vol. 14, pp. 28-29 ︶。
︵
26︶
Ibn al-R
if‘a, N
ajm
 al-D
īn A
bū al-‘A
bbās A
ḥm
ad ibn M
uḥam
m
ad ibn ‘A
lī ibn M
urtafi
‘ al-
A
nṣārī al-S
hāfi
‘ī ︵一
三
一
○
年
没︶
。
カ
イ
ロ
の
ム
イ
ッ
ズ
ィ
ー
ヤ・
マ
ド
ラ
サ
の
教
授
職
や
フ
ス
タ
ー
ト
の
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
職
を
司
っ
た。
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
法
学
者
と
し
て
当
代
随
一
の名声を博していたようである
︵
al-S
ubkī, Ṭ
abaqāt al-shāfi‘īya, vol. 9, pp. 24-27; Ibn 
Taghrībirdī, al-N
ujūm
 al-zāhira, vol. 9, p. 213; al-Suyūṭī, Ḥ
usn al-m
uḥāḍara, vol. 1, p. 320 ︶。
︵
27︶
Ṣ
afī al-D
īn al-H
indī, M
uḥam
m
ad ibn ‘A
bd al-R
aḥm
ān(or al-R
aḥīm
) ibn M
uḥam
m
ad al-
U
rm
aw
ī ︵一
三
一
五
－ 六
年
没︶
。
イ
ン
ド
生
ま
れ
の
法
源
学
者、
神
学
者。
ス
ブ
キ
ー
に
よ
る
と、
サ
フ
ィ
ー
ユ
ッ
デ
ィ
ー
ン
は
一
二
八
六
年
以
降
ダ
マ
ス
ク
ス
に
居
を
構
え
て
お
り、
ま
た
イ
ブ
ン・
カ
ス
ィ
ー
ル
は
一
三
○
六
年
一
月
二
四
日
に
ダ
マ
ス
ク
ス
に
て
サ
フ
ィ
ー
ユ
ッ
デ
ィ
ー
ン
と
イ
ブ
ン・
タ
イ
ミ
ー
ヤ
が
面
会
し
て
い
る
情
報
を
伝
え
て
い
る。
こ
の
た
め
一
三
〇
〇
年
以
後
に
カ
イ
ロ
に
向
か
っ
た
ア
ー
ビ
リ
ー
は、
実
際
に
は
彼
に
出
会
っ
て
い
な
い
可能性が高い
︵
al-S
ubkī, Ṭ
abaqāt al-shāfi‘īya, vol. 9, pp. 162-164; Ibn K
athīr, al-B
idāya 
w
a al-nihāya, vol. 14, pp. 39, 77; al-S
uyūṭī, Ḥ
usn al-m
uḥāḍara, vol. 1, p. 544 ︶。
︵
28︶
al-Tabrīzī, T
āj al-D
īn A
bū al-Ḥ
asan ‘A
lī ibn ‘A
bd A
llāh ︵一三四五
－ 六年没︶
。シャー
フ
ィ
イ
ー
派
法
学
者
で
カ
イ
ロ
の
ア
ミ
ー
ル・
フ
サ
ー
ム
ッ
デ
ィ
ー
ン・
ト
ゥ
ル
ン
タ
ー
イ・
マ
ド
ラ
サ
al-M
adrasa al-Ḥ
usām
īya ︵
cf. al-M
aqrīzī, al-M
aw
ā’iz w
a al-i‘tibār bi-dhikr al-
khiṭaṭ w
a al-āthār, 2vols., B
aghdad, 1975, vol. 2, pp. 386-387 ︶
の教授職を務めた人物
で
あ
る
︵
al-S
ubkī, Ṭ
abaqāt al-shāfi‘īya, vol. 10, pp. 137-138; Ibn Taghrībirdī, al-N
ujūm
 
al-zāhira, vol. 10, p. 145; al-S
uyūṭī, Ḥ
usn al-m
uḥāḍara, vol. 1, p. 545 ︶。
︵
29︶
Ibn al-B
adī‘. 不詳。
︵
30︶
B
ilād Z
aw
āw
a. ザ
ワ
ー
ワ
は
ベ
ル
ベ
ル
の
部
族
集
団
の
名。
彼
ら
の
居
住
地
は
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
背
後
の
山
岳
地
帯
で
あ
り、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
こ
の
一
帯
も
ザ
ワ
ー
ワ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
なった
︵
al-‘Ibar, vol. 6, p. 128 ︶。
︵
31︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、五一頁、註九九参照。
︵
32︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、五二頁、註一〇三参照。
︵
33︶
A
bū al-R
abī‘ S
ulaym
ān ibn A
bī ‘Ā
m
ir ‘A
bd A
llāh ibn A
bī Y
a‘qūb Y
ūsuf. マリーン朝第
九代君主アブー・ラビーウ・スライマーン
︵在位一三〇八～一三一〇年︶
。トレム
セ
ン
包
囲
中
に
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ヤ
ア
ク
ー
ブ・
ユ
ー
ス
フ
が
暗
殺
さ
れ
た
後、
そ
の
孫
ア
ブ
ー・
サ
ー
ビ
ト
︵在
位
一
三
〇
七
～
一
三
〇
八︶
が
後
を
継
い
だ
が、
こ
れ
も
一
年
足
ら
ず
で
病
没
し
た
た
め、
も
う
一
人
の
孫
ア
ブ
ー・
ラ
ビ
ー
ウ
が
即
位
し
た。
父
王
が
包
囲
し
て
い
た
ト
レ
ム
セ
ン
の
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
や、
セ
ウ
タ
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
た
ナ
ス
ル
朝
との和解につとめた
︵
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 237ff ︶。
︵
34︶
K
hallūf al-M
aghīlī. 不
詳。
マ
ギ
ー
ラ
族
は
マ
グ
リ
ブ
各
地
に
住
む
ベ
ル
ベ
ル
系
部
族
で、
フ
ェ
ズ
の
近
郊
に
も
居
住
し
て
い
る。
マ
リ
ー
ン
朝
下
の
フ
ェ
ズ
に
も
こ
の
部
族
出
身
で
マ
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ギ
ー
リ
ー
家
と
い
う
裕
福
な
ウ
ラ
マ
ー
家
系
が
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る。
し
か
し、
マ
ギ
ー
ラ
族
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
存
在
は
確
認
で
き
て
い
な
い
︵
A
nonym
ous, B
uyūtāt F
ās al-kubrā, 
ed. ‘A
bd al-W
ahhāb ibn M
anṣūr, R
abat: D
ār al-M
anṣūr, 1972, p. 21; E
ncyclopaedia of 
Islam
, 2nd edition., “M
aghīla” ︶。
︵
35︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、五二頁、註一〇五参照。
︵
36︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、五二頁、註一〇六参照。
︵
37︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、五五頁、註一六五参照。
︵
38︶
cf. al-‘Ibar, vol. 7, p. 284.
︵
39︶
Jibāl H
intāta. ヒ
ン
タ
ー
タ
族
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
南、
ア
ト
ラ
ス
山
中
に
住
む
ベ
ル
ベ
ル
系
部
族。
一
二
世
紀
前
半
の
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
建
国
に
際
し
て
は、
ハ
フ
ス
朝
の
名
祖
ア
ブ
ー・
ハ
フ
ス・
ウ
マ
ル
を
は
じ
め、
ヒ
ン
タ
ー
タ
族
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
︵
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 
223-224; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition., “H
intāta” ︶。
︵
40︶
父アブー・ハサンに対するクーデターを指す。註八参照。イフリーキヤからの帰途
に
お
い
て
難
破
し
た
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
は、
息
子
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
に
対
抗
し
な
が
ら
ス
ィ
ジ
ル
マ
ー
サ、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
を
点
々
と
し
た。
最
終
的
に、
ア
ト
ラ
ス
山
中
に
入
っ
て
ヒ
ンタータ族にかくまわれ、一三五一年
に病没した
︵
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 286-287 ︶。
︵
41︶
B
anū ‘A
bd al-W
ād. ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
の
別
名。
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ド
と
は
ザ
ナ
ー
タ
系
ベ
ル
ベ
ル
遊
牧
民
の
部
族
名
で、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
末
期
の
政
治
的
混
乱
の
中
で
中
央
マ
グ
リ
ブ
に
勢
力
を
広
げ
た。
そ
の
中
に
は
複
数
の
有
力
家
系
が
あ
る
が、
最
終
的
に
ザ
イ
ヤ
ー
ン
の
子
ヤ
グ
ムラーサンが王朝を築いたので、ザイヤー 朝とも呼ばれる。
︵
42︶
A
bū Isḥāq Ibrāhīm
 ibn A
bī Y
aḥyā A
bī B
akr. ハフス朝第一八代君主アブー・イスハー
ク・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
二
世
︵在
位
一
三
五
〇
～
一
三
六
九
年︶
。
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
撤
退
後、
父
王
の
ハ
ー
ジ
ブ
で
あ
っ
た
イ
ブ
ン・
タ
ー
フ
ラ
ー
ギ
ー
ン
に
擁
立
さ
れ、
ま
だ
幼
少
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
即
位
し
た。
治
世
を
通
じ
て
実
権
は
イ
ブ
ン・
タ
ー
フラーギーンに握られたままであった
︵
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 363ff; A
bun-N
asr, A
 H
is-
tory of the M
aghrib, pp. 128-129 ︶。
︵
43︶
shaykh al-m
uw
aḥḥidīn. ハ
フ
ス
朝
下
で
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
ゥ
ー
ン、
す
な
わ
ち
イ
ブ
ン・
ト
ゥ
ー
マ
ル
ト
の
宗
教
改
革
運
動
に
従
い、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
建
国
の
母
体
と
な
っ
た
諸
部
族
を
統
べ
る
長。
﹃歴
史
序
説﹄
に
よ
れ
ば、
官
吏
の
任
免
お
よ
び
軍
隊
の
指
揮
を
担
う
初
期
ハ
フ
ス
朝
最
高
の
官
職
で
あ
っ
た
︵
A
bun-N
asr, A
 H
istory of the 
M
aghrib, pp. 126-127; ﹃歴
史
序
説﹄
第
二
巻、
一
三
八
頁︶
。
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
ゥ
ー
ン
に
つ
い
ては、
﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、四五頁、註一四も参照。
︵
44︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、五四頁、註一三九参照。
︵
45︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、四九頁、註六二参照。
︵
46︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、五一頁、註九○参照。
︵
47︶
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn ‘A
bd al-M
uhaym
in al-Ḥ
aḍram
ī ︵一
三
一
二
年
没︶
。
当
時
セ
ウ
タ
を
治
め
て
い
た
ア
ザ
フ
ィ
ー
家
と
親
し
く、
一
二
八
四
年
以
降、
セ
ウ
タ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
を
務
め
た。
︵
al-N
ubāhī (al-B
unnāhī), Ta’rīkh quḍāt al-A
ndalus, ed. É
. L
évi-P
ro-
vençal, C
airo, 1948, pp. 132-133 ︶。
︵
48︶
ア
ザ
フ
ィ
ー
家
は
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
治
下
で
代
々
セ
ウ
タ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
を
務
め
て
き
た
ウ
ラ
マ
ー
名
家。
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
末
期
の
一
二
五
〇
年、
カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
っ
た
ア
ブ
ー・
カ
ー
ス
ィ
ム・
ア
ザ
フ
ィ
ー
が
自
立
す
る
と、
一
三
〇
六
年
に
ナ
ス
ル
朝
に
攻
略
さ
れ
る
ま
で
約
半
世
紀
の
間
、
世
襲
的
に
セ
ウ
タ
を
支
配
し
た
︵
John D
arek L
atham
, “T
he R
ise of the ‘A
zafids 
of C
euta,” in Israel O
riental Studies 2, 1972, pp. 263-287; John D
arek L
atham
, “T
he L
ater 
‘A
zafi
ds,” R
evue de l’O
ccident M
usulm
an et de la M
éditerranée 15-16, 1973, pp. 109-
125; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition., “ʻA
zafī”; ﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、
四五頁、
註五︶
。
︵
49︶
A
bū Isḥāq Ibrāhīm
 al-G
hāfi
qī ︵一
三
一
七
年
没︶
。
セ
ウ
タ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
を
つ
と
め
た
法
学
者。
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
生
ま
れ
で、
一
二
四
八
年
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
征
服
を
逃
れ
て
セ
ウ
タ
に
移
住
し
た。
ア
ラ
ビ
ア
語
文
法
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
︵
al-N
ubāhī (al-
B
unnāhī), Ta’rīkh quḍāt al-A
ndalus, pp. 133-134 ︶。
︵
50︶
A
bū S
a‘īd F
araj ibn Ism
ā‘īl ibn Y
ūsuf ibn N
aṣr ︵一
二
四
八
～
一
三
二
〇
年︶
。
ナ
ス
ル
朝
の
王
族
で
マ
ラ
ガ
の
太
守。
後
述
の
ナ
ス
ル
朝
に
よ
る
セ
ウ
タ
攻
略
の
主
導
者。
セ
ウ
タ
を
追
わ
れ
た
後
も
マ
ラ
ガ
に
勢
力
を
温
存
し、
息
子
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
を
擁
し
て
ナ
ス
ル
朝
君
主
ナ
ス
ル
に
対
抗
し
た
が、
息
子
に
幽
閉
さ
れ
て
没
し
た
︵
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa fī akhbār 
G
harnāṭa, ed. M
uḥam
m
ad ‘A
bd A
llāh ‘Inān, C
airo: M
aktabat al-K
hānjī, 1973-78, vol. 4, 
pp. 241-246 ︶。
︵
51︶
一三〇六年、ナスル朝の王族アブー・サイードがセウタを占領し、アザフィー家を
追
放
し
た
事
件。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
の
制
海
権
を
独
占
し
よ
う
と
す
る
こ
の
ナ
ル
ス
朝
の
動
き
は、
周
辺
諸
国
の
反
感
を
買
い、
マ
リ
ー
ン
朝、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国、
ア
ラ
ゴ
ン
連
合
王
国
の
三
者
が
同
盟
を
形
成
し
て
ナ
ス
ル
朝
を
包
囲
す
る
事
態
に
発
展
し
た。
こ
の
結
果、
一
三
〇
九
年
に、
ナ
ス
ル
朝
君
主
ム
ハ
ン
マ
ド
三
世
は
廃
位
さ
れ、
セ
ウ
タ
も
ナ
ス
ル
朝
の
手
から失われた
︵
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 228-230; H
arvey, Islam
ic Spain 1250-1500, pp. 168-
170 ︶。
︵
52︶
Ibn al-Z
ubayr, A
bū Ja‘far A
ḥm
ad ︵一
二
三
〇
－
一
～
一
三
〇
八
年︶
。
グ
ラ
ナ
ダ
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者、
ク
ル
ア
ー
ン
読
誦
学
者。
︵
J. L
irola D
elgado ed., B
iblioteca de al-A
n-
dalus, A
lm
ería: F
undación Ibn T
ufayl, 2004-, tom
o 6, pp. 327-339; E
ncyclopaedia of Is-
lam
, 2nd edition, “Ibn al-Z
ubayr, A
bū D
ja‘far” ︶。
︵
53︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、五三頁、註一三四参照。
︵
54︶
al-sulṭān al-m
akhlū‘. 
ナ
ス
ル
朝
第
三
代
君
主
ム
ハ
ン
マ
ド
三
世
︵在
位
一
三
〇
二
～
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一三〇九年︶
のこと。註五一にあるようにセウタ攻略によって王朝の危機を招き、
弟
ナ
ス
ル
︵在
位
一
三
〇
九
～
一
三
一
四
年︶
に
よ
っ
て
廃
位
さ
れ
た
た
め、
こ
の
呼
び
名
が
ある
︵
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 1, pp. 544-556; H
arvey, Islam
ic Spain 1250-1500, pp. 
168-170 ︶。
︵
55︶
Ibn al-Ḥ
akīm
 al-R
undī, A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ︵一
二
六
二
～
一
三
〇
九
年︶
。
ロ
ン
ダ
生
ま
れ
で
グ
ラ
ナ
ダ
で
活
躍
し
た
文
人、
政
治
家。
詩
文・
散
文
に
す
ぐ
れ、
ナ
ス
ル
朝
君
主
ム
ハ
ン
マ
ド
二
世
の
も
と
で
書
記
と
し
て
登
用
さ
れ
た
後、
ム
ハ
ン
マ
ド
三
世
の
治
世
に
は
ワ
ズ
ィ
ー
ル
に
任
じ
ら
れ
た。
そ
の
権
勢
か
ら﹁二
つ
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
位
を
持
つ
者
︵
dhū al-
w
izāratayn ︶﹂
と
呼
ば
れ
た
が、
ム
ハ
ン
マ
ド
三
世
が
廃
位
さ
れ
た
一
三
〇
九
年
の
政
変
に
よって殺害された
︵
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 2, pp. 444ff; J. L
irola D
elgado ed., B
ib-
lioteca de al-A
ndalus, tom
o 3, pp. 245-255 ︶。
︵
56︶
Ibn R
ushayd al-F
ihrī, A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ︵一二五九～一三二一年︶
。セウタ
生
ま
れ
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者、
法
学
者。
一
二
八
四
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
る
メ
ッ
カ
巡
礼
と
学
問
遍
歴
の
旅
の
記
録
を
残
し
た
た
め、
﹁偉
大
な
旅
行
家
︵
al-raḥḥāla ︶﹂
と
呼
ば
れ
る。
こ
の
旅
に
同
道
し
た
こ
と
か
ら
イ
ブ
ン・
ハ
キ
ー
ム・
ル
ン
デ
ィ
ー
と
友
誼
を
結
び、
そ
の
縁
で
グ
ラ
ナ
ダ
の
大
モ
ス
ク
の
説
教
師
に
任
じ
ら
れ
た。
ナ
ス
ル
朝
の
政
変
で
イ
ブ
ン・
ハ
キ
ー
ム
が
殺
害
さ
れ
る
と、
マ
リ
ー
ン
朝
に
仕
え
フ
ェ
ズ
で
没
し
た
︵
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 3, 
pp. 135-143; J. L
irola D
elgado ed., B
iblioteca de al-A
ndalus, tom
o 3, pp. 504-515; E
ncy-
clopaedia of Islam
, 2nd edition, “Ibn R
ushayd” ︶。
︵
57︶
A
bū al-‘A
bbās A
ḥm
ad ibn ‘A
bd A
llāh ibn M
uḥam
m
ad al-‘A
zafī ︵一三〇九年没︶
。セウ
タ
生
ま
れ
の
詩
人。
セ
ウ
タ
を
支
配
し
た
ア
ザ
フ
ィ
ー
家
の
出
身。
一
三
〇
六
年
の
ナ
ス
ル
朝
の
セ
ウ
タ
攻
略
の
際
に、
一
族
の
者
た
ち
と
共
に
グ
ラ
ナ
ダ
に
連
行
さ
れ
た。
そ
こ
で
イ
ブ
ン・
ハ
キ
ー
ム
の
知
遇
を
得
て
ナ
ス
ル
朝
に
仕
え
た
が、
一
三
〇
九
年
の
政
変
に
よ
っ
て
イ
ブ
ン・
ハ
キ
ー
ム
が
殺
害
さ
れ
る
と
軟
禁
状
態
に
お
か
れ、
ま
も
な
く
没
し
た
︵
Ibn al-K
haṭīb, 
al-Iḥāṭa, vol. 1, pp. 278-284; J. L
irola D
elgado ed., E
nciclopedia de al-A
ndalus. D
iccio-
nario de autores y obras andalusíes, G
ranada: F
undación E
l L
egado A
ndalusí, 2004, tom
o 
1, pp. 79-82 ︶。
な
お
校
訂
版
の
底
本
で
あ
り
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
筆
と
さ
れ
る
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ヤ
写
本
で
は、
こ
の
人
物
の
父
親
の
名
が
記
さ
れ
る
べ
き
箇
所
が
空
白
に
な
っ
て
お
り、
校
訂
者
イ
ブ
ン・
タ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
生
前
の
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
い
ず
れ
名
前
を
埋めるつもりで空白のままにしていたのであろうと推測している。
︵
58︶
Ibn K
ham
īs al-T
ilim
sānī, A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ︵一二五二
－ 三～一三〇九年︶
。
ト
レ
ム
セ
ン
生
ま
れ
の
詩
人。
清
貧
な
ス
ー
フ
ィ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ヤ
ア
ク
ー
ブ
に
よ
る
ト
レ
ム
セ
ン
包
囲
に
際
し
て
生
地
を
離
れ、
各
地
を
転
々
と
し
た
後、
グ
ラ
ナ
ダ
に
移
っ
た。
イ
ブ
ン・
ハ
キ
ー
ム
の
知
遇
を
得
て
詩
人
と
し
て
厚
遇
さ
れ
る
が、
一
三
〇
九
年
に
イ
ブ
ン・
ハ
キ
ー
ム
が
殺
害
さ
れ
た
際
に
彼
も
殺
さ
れ
た
︵
Ibn al-
K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 2, pp. 528-562; Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād, pp. 109-
112; J. L
irola D
elgado ed., B
iblioteca de al-A
ndalus, tom
o 3, pp. 616-621; E
ncyclopaedia 
of Islam
, 2nd edition, “Ibn K
ham
īs” ︶。
︵
59︶
L
isān al-D
īn Ibn al-K
haṭīb, A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ︵一三一三～一三七四年︶
。ナ
ス
ル
朝
に
仕
え
た
文
人、
政
治
家。
詩
文・
散
文
に
優
れ、
ま
た
法
学、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム、
哲
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
著
作
を
六
〇
点
以
上
残
し
た。
ナ
ス
ル
朝
君
主
ユ
ー
ス
フ
一
世
の
も
と
で
書
記
と
し
て
登
用
さ
れ
た
後、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
に
ま
で
任
じ
ら
れ
た。
そ
の
子
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
か
ら
も
重
く
用
い
ら
れ﹁二
つ
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
位
を
持
つ
者
︵
dhū al-w
izāratayn ︶﹂
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
影
響
力
を
有
し
た。
し
か
し、
晩
年
は
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
と
の
関
係
が
悪
化
し、
フ
ェ
ズ
に
亡
命。
最
終
的
に
は
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
の
圧
力
を
受
け
た
マ
リ
ー
ン
朝
に
よ
り
獄中で殺害された
︵
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 4, pp. 438ff; J. L
irola D
elgado ed., B
ib-
lioteca de al-A
ndalus, tom
o 3, pp. 643-698; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, “Ibn al-
K
haṭīb” ︶。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
の
間
に
は、
ア
ン
ダ
ル
ス
に
渡
っ
た
彼
と
親
交
を
結
ん
だ
り、
逆
に
疎
遠
に
な
っ
た
り
と
浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
り、
﹃自
伝﹄
の
中
で
も
往
復
書
簡
が
引
用
さ
れ
る
な
ど、
た
び
た
び
登
場
す
る
︵
cf. al-Ta‘rīf, pp. 79ff ︶。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る﹃グ
ラ
ナ
ダ
史
︵
Ta’rīkh G
harnāṭa ︶﹄
は、
﹃グ
ラ
ナ
ダ
の
話
に
つ
い
て
の
包
括
︵
al-Iḥāṭa 
fī akhbār G
harnāṭa ︶﹄
の
こ
と
で
、
グ
ラ
ナ
ダ
の
地
理
・
歴
史
・
人
物
に
つ
い
て
の
百
科
全
書
的な著作である。
︵
60︶
一三〇九年、グラナダで政変が起こり、ワズィールであったイブン・ハキームが殺
害
さ
れ
る
と
と
も
に、
ム
ハ
ン
マ
ド
三
世
が
廃
位
さ
れ、
代
わ
っ
て
ナ
ス
ル
が
即
位
し
た。
ま
た、
セ
ウ
タ
で
は
反
ナ
ス
ル
朝
の
暴
動
が
生
じ、
そ
れ
に
乗
じ
て
マ
リ
ー
ン
朝
軍
が
セ
ウ
タ
に入城した
︵
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 239-240 ︶。註五一も参照。
︵
61︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、五二頁、註一〇七参照。
︵
62︶
A
bū ‘A
lī ‘U
m
ar ibn A
bī S
a‘īd ‘U
thm
ān ︵一
三
三
二
－ 三
年
没︶
。
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド
の
第
二
子。
兄
の
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン・
ア
リ
ー
よ
り
も
父
に
気
に
入
ら
れ
て
い
た
た
め、
事
実
上
の
支
配
者
と
し
て
振
る
舞
っ
て
い
た
と
い
う。
父
の
留
守
を
つ
い
て
一
三
一
四
－ 五
年
に
反
乱
を
起
こ
す
が、
病
に
陥
っ
た
た
め
諸
将
に
離
反
さ
れ、
翌
年、
ス
ィ
ジ
ル
マ
ー
サ
を
与
え
ら
れ
て
フ
ェ
ズ
を
退
去
し
た。
そ
の
後
も、
サ
ハ
ラ
方
面
の
実
質
的
な
支
配
者
と
し
て
君
臨
し
続
け、
一
時
的
に
マ
ラ
ケ
シ
ュ
を
奪
う
こ
と
す
ら
あ
っ
た。
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
治
世
に
な
る
と
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
と
結
ん
で
再
び
王
位
を
ね
ら
う
が
敗
北
し、
捕
ら
え
ら
れて処刑された
︵
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 243-245, 253-254 ︶。
︵
63︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、五二頁、註一〇八参照。
︵
64︶
S
ijilm
āsa. 現
在
の
モ
ロ
ッ
コ
の
南
東、
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
北
縁、
ズ
ィ
ー
ズ
川
流
域
の
オ
ア
シ
ス
に
位
置
す
る
都
市。
サ
ハ
ラ
交
易
で
繁
栄
し
た
︵
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, 
“S
idjilm
āsa” ︶。
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︵
65︶
A
bū al-F
aḍl M
uḥam
m
ad ibn ‘A
bd A
llāh ibn A
bī M
adyan al-‘U
thm
ānī ︵生
没
年
不
詳︶
。
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
に
仕
え
た
書
記。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
や
ハ
フ
ス
朝
な
ど
に
対
す
る
外
交
使
節
と
し
て
も
活
躍
し
た
︵
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 265, 267 ︶。
ラ
イ
ー
ス
と
呼
ば
れ
て
い
る
彼
の
父
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は、
一
三
世
紀
後
半
の
ア
ブ
ー・
ユ
ー
ス
フ・
ヤ
ア
ク
ー
ブ
か
ら、
一
四
世
紀
初
頭
の
ア
ブ
ー・
ラ
ビ
ー
ウ
の
治
世
ま
で
初
期
マ
リ
ー
ン
朝
四
代
の
君
主
に
仕
え
た
書
記
で、
ハ
ー
ジ
ブ
も
つ
と
め
た。
ア
ブ
ー・
マ
ド
ヤ
ン
家
に
は
文
才
に
優
れ
た
人
物
が
多
く、
こ
の
他
に
も
多
く
の
書
記
や
詩
人
が
輩
出
し
て
い
る。
cf. Ibn al-A
ḥm
ar, R
aw
ḍat 
al-nisrīn fī daw
lat B
anī M
arīn, ed. ‘A
bd al-W
ahhāb ibn M
anṣūr, R
abat: al-M
aṭba‘a al-
M
alakīya, 1991, pp. 28, 31-36, 39, 46, 48-49; Ibn al-A
ḥm
ar, N
athīr al-jum
ān (A
‘lām
 al-
M
aghrib w
a al-A
ndalus), B
eirut: M
u’assasat al-R
isāla, 1987, pp. 255-268.
︵
66︶
cf. Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 4, pp. 11-18.
︵
67︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、五二頁、註一〇九参照。
︵
68︶
khaṭīb. 主に金曜日の集団礼拝の際に、説教をおこなう役職。彼の場合には、常に
スルターンと礼拝を共にして、説教をおこなっていたのであろう。
︵
69︶
Ibn A
bī Y
aḥyā, A
bū Isḥāq Ibrāhīm
 ibn ‘A
bd al-R
aḥm
ān ibn A
bī B
akr al-Tasūlī al-T
āzī
︵一
三
四
九
年
没︶
。
マ
ー
リ
ク
派
の
法
学
者
で、
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
師
匠
の
一
人。
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン・
ス
ガ
イ
イ
ル
達
に
師
事
し、
サ
フ
ヌ
ー
ン
の﹃編
纂﹄
や
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ザ
イ
ド
の﹃書
簡
al-R
isāla ﹄
な
ど、
マ
ー
リ
ク
派
法
学
の
主
要
著
作
の
注
釈
書
を
執
筆
し
た
︵
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 1, pp. 372-373; al-N
ubāhī (al-B
unnāhī), Ta’rīkh quḍāt 
al-A
ndalus, p. 136 ︶。
︵
70︶
cf. al-‘Ibar, vol. 7, p. 284
︵
71︶
A
bū al-F
aḍl M
uḥam
m
ad ibn A
bī al-Ḥ
asan ‘A
lī ︵一三五六年没︶
。ここで述べられてい
る
よ
う
に、
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
チ
ュ
ニ
ス
撤
退
に
際
し
て
チ
ュ
ニ
ス
を
委
ね
ら
れ
る
が、
ハ
フ
ス
朝
軍
の
進
軍
に
よ
り
自
ら
も
す
ぐ
に
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た。
兄
弟
の
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
マ
リ
ー
ン
朝
を
支
配
す
る
と
グ
ラ
ナ
ダ
に
追
放
さ
れ、
し
ば
ら
く
ナ
ス
ル
朝
君
主
ユ
ー
ス
フ
一
世
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た。
や
が
て
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
海
軍
の
助
け
を
え
て
現
在
の
モ
ロ
ッ
コ
南
部
に
上
陸
し
ア
ト
ラ
ス
山
脈
に
拠
る
が、
捕
ら
え
ら
れ
て
処
刑
さ
れ
た
︵
al-‘Ibar, vol. 6, p. 363, vol. 7, pp. 293-294 ︶。
息
子
に
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
の
ワ
ー
ス
ィ
ク
︵在位一三八六～一三八七年︶
がいる。
︵
72︶
A
bū al-‘A
bbās al-F
aḍl ibn A
bī Y
aḥyā A
bī B
akr. ハ
フ
ス
朝
第
一
四
代
君
主
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バース・ファドル
︵在位一三五〇年︶
。アブー・ハサンの撤退後、チュニスに入城
し
て
即
位
す
る
が、
す
ぐ
に
父
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
二
世
の
ハ
ー
ジ
ブ
だ
っ
た
イ
ブ
ン・
タ
ー
フ
ラ
ー
ギ
ー
ン
に
追
わ
れ
て
殺
さ
れ
た
︵
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 361-
364 ︶。
な
お、
こ
こ
で﹁ム
ワ
ッ
ヒ
ド
ゥ
ー
ン﹂
と
あ
る
の
は
ハ
フ
ス
朝
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
︵﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、四五頁、註一四参照︶
。
︵
73︶
‘Ā
m
ir ibn M
uḥam
m
ad ibn ‘A
lī. アブー・ハサンのイフリーキヤ遠征に従い、チュニ
ス
で
警
察
業
務
を
担
っ
た。
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
チ
ュ
ニ
ス
撤
退
に
際
し
て
は、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ス
ル
タ
ー
ン
の
家
族
を
保
護
し
て
ア
ン
ダ
ル
ス
に
渡
っ
た。
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
死
後、
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
求
め
に
応
じ
て
マ
グ
リ
ブ
に
帰
還
し
て
重
用
さ
れ、
ヒ
ン
タ
ー
タ
族
か
ら
の
徴
税
を
委
ね
ら
れ
た。
父
や
お
じ
も
同
様
の
任
に
つ
い
て
お
り、
ヒ
ン
タ
ー
タ
族
の
中
で
も
有
力
家
系
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
息
子
ム
ハ
ン
マ
ド・
ム
ウ
タ
ミ
ド
を
マ
ラ
ケ
シ
ュ
太
守
に
任
じ
た
際
に
は、
そ
の
補
佐
役
を
任
さ
れ、
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
死
後
の
政
情
混
乱
の
中
で
も
彼
を
擁
し
て
ア
ト
ラ
ス
山
脈
か
ら
マ
ラ
ケ
シ
ュ
にかけての地域に割拠した
︵
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 300-301 ︶。
︵
74︶
A
bū al-Ḥ
ajjāj Y
ūsuf ibn Ism
ā‘īl ibn A
bī S
a‘īd F
araj. ナ
ス
ル
朝
第
七
代
君
主
ユ
ー
ス
フ
一
世
︵在
位一三三三～一三五四年︶
。一三四〇年のタリーファの戦いでマリーン朝と
共
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
戦
い
敗
北
を
喫
す
る。
し
か
し、
ま
も
な
く
し
て
黒
死
病
の
流
行
に
よ
り
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
が
混
乱
に
陥
っ
た
た
め、
キ
リ
ス
ト
教
徒
か
ら
の
軍
事
的
圧
力
は
減
じ
た。
こ
の
結
果、
彼
と
息
子
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
の
時
代
に、
ナ
ス
ル
朝
は
繁
栄
の
時
代
を
迎
え
た。
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
主
要
部
分
が
建
設
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
︵
Ibn al-K
haṭīb, 
al-Iḥāṭa, vol. 4, pp. 318-339; H
arvey, Islam
ic Spain 1250-1500, pp. 190-205 ︶。
︵
75︶
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn M
uḥam
m
ad ibn A
ḥm
ad ibn ‘A
lī ibn A
bī ‘A
m
r al-
Tam
īm
ī ︵一
三
五
五
年
没︶
。
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
ハ
ー
ジ
ブ。
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
地
方
の
知
識
人
名
家
の
出
自。
父
ム
ハ
ン
マ
ド
は
チ
ュ
ニ
ス
か
ら
ト
レ
ム
セ
ン
に
移
り
住
み、
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
信
頼
を
得
て
王
子
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
養
育
係
を
任
さ
れ
た。
こ
の
た
め、
そ
の
子
の
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ア
ム
ル
も
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
と
と
も
に
育
て
ら
れ
た。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
即
位
す
る
と、
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ア
ム
ル
は
ハ
ー
ジ
ブ
に
任
じ
ら
れ、
マ
リ
ー
ン
朝
宮
廷
に
お
い
て
絶
大
な
影
響
力
を
誇
っ
た。
し
か
し、
ま
も
な
く
し
て
ス
ル
タ
ー
ン
と
疎
遠
に
な
り、
ハ
フ
ス
朝
と
の
最
前
線
に
位
置
す
る
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
に
派
遣
さ
れ
て
そ
の
ま
ま
任
地
で
没
し
た。
遺
体
は
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
命
に
よ
り
父
の
眠
る
ト
レ
ム
セ
ン
郊
外
の
ウ
ッ
バ
ー
ド
に
運
ば
れ
埋
葬
さ
れ
た
︵
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 291-293; Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād, pp. 131-132 ︶。
︵
76︶
Q
usanṭīna. 現
在
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
東
部、
ア
ト
ラ
ス
山
脈
中
に
位
置
す
る
都
市。
地
名
は、
西
暦
三
一
三
年
に
ロ
ー
マ
皇
帝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
一
世
が
町
を
再
建
し
た
こ
と
に
由
来
す
る。
ハ
フ
ス
朝
期
に
は、
地
中
海
岸
の
都
市
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
と
と
も
に
た
び
た
び
王
族
達
が
割
拠
して拠点とした
︵
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, “Ḳ
uṣtanṭīna” ︶。
︵
77︶
‘alām
a. 公
文
書
に
効
力
を
与
え
る
た
め
に、
神
を
称
え
る
決
ま
り
文
句
な
ど
を
記
す
こ
と。
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
君
主
が
自
ら
記
さ
ず
に、
書
記
の
手
で
記
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た。
後
にイブン・ハルドゥーン自身もこの役目を与えられる
︵
al-Ta‘rīf, p. 55; ﹃歴史序説﹄
第二巻、一五二
－ 三、
一九七頁
; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, “A
lām
a” ︶。
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︵
78︶
M
uḥam
m
ad ibn A
bī al-Q
āsim
 ibn A
bī M
adyan al-‘U
thm
ānī ︵生
没
年
不
詳︶
。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
に
仕
え
た
書
記。
註
六
五
の
ア
ブ
ー・
フ
ァ
ド
ル
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
︵
Ibn al-
A
ḥm
ar, R
aw
ḍat al-nisrīn, p. 39 ︶。
︵
79︶
taw
qī‘. 提
訴
さ
れ
た
請
願
に
対
し
て
支
配
者
が
与
え
た
裁
決
を
書
類
と
し
て
書
き
留
め、
形
式
を
整
え
る
こ
と
︵﹃歴
史
序
説﹄
第
二
巻、
一
五
三
頁
; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edi-
tion, “Taw
ḳī‘” ︶。
︵
80︶
Ibn al-Ḥ
ājj, A
bū Isḥāq Ibrāhīm
 ibn ‘A
bd A
llāh al-N
um
ayrī al-G
harnāṭī ︵一三一三～一三
八
三
年
頃︶
。
グ
ラ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
学
者
に
し
て
詩
人。
メ
ッ
カ
巡
礼
と
学
問
修
行
を
志
し
て
二
度
に
わ
た
っ
て
東
方
に
旅
を
お
こ
な
っ
た。
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ、
フ
ェ
ズ
な
ど
各
地
で
ハ
フ
ス
朝
や
マ
リ
ー
ン
朝
の
支
配
者
に
書
記
や
カ
ー
デ
ィ
ー
と
し
て
仕
え
た。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
に
仕
え
て
い
た
こ
の
時
期
に
は、
彼
の
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
遠
征
を
記
録
し
た
﹃波
濤
F
ayḍ al-‘ubāb ﹄
を
著
し
て
い
る。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
死
後
は
グ
ラ
ナ
ダ
に
戻
り、
ナスル朝に仕えてマグリブへの外交使節などに任じられた
︵
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, 
vol. 1, pp. 342-363; J. L
irola D
elgado ed., B
iblioteca de al-A
ndalus, tom
o 3, pp. 341-351; 
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, “Ibn al-Ḥ
ādjdj” ︶。
︵
81︶
A
bū S
ālim
 Ibrāhīm
 ibn A
bī al-Ḥ
asan ‘A
lī. マ
リ
ー
ン
朝
第
一
五
代
君
主
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム・イブラーヒーム
︵在位一三五九～一三六一年︶
。兄アブー・イ
ナーンに追放さ
れ
て
ア
ン
ダ
ル
ス
に
亡
命
し
て
い
た
が、
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
死
後
の
混
乱
の
中、
マ
グ
リ
ブ
に
帰
還
し
て
挙
兵
し
王
位
を
え
た。
こ
の
企
て
に
は、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
身
も
協
力
し
て
お
り、
自
伝
中
に
も
詳
細
な
記
述
が
あ
る
︵
al-Ta‘rīf, pp. 68-70; al-‘Ibar, vol. 7, pp. 
304-306 ︶。
︵
82︶
A
bū al-Ḥ
asan ‘A
lī ibn M
uḥam
m
ad ibn A
ḥm
ad ibn M
ūsā ibn S
u‘ūd al-K
huzā‘ī
︵一
三
一
〇
～
一
三
八
七
年︶
。
法
学
者
に
し
て
文
学
者、
文
法
学
者。
イ
ブ
ン・
ス
ウ
ー
ド
家
は
元
々
は
著
名
な
ア
ン
ダ
ル
ス
の
知
識
人
家
系
で
あ
る
が、
彼
の
父
が
ト
レ
ム
セ
ン
に
移
住
し、
彼
自
身
は
同
地
で
生
ま
れ
た。
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
で
書
記
を
務
め
た
後、
フ
ェ
ズ
に
移
り
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
を
は
じ
め
歴
代
の
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
に
仕
え
た
︵
Ibn al-A
ḥm
ar, N
athīr al-
jum
ān, pp. 249-250; K
hayr al-D
īn al-Z
iriklī, al-A
ʻlām
: Q
ām
ūs tarājim
 li-ashhar al-rijāl 
w
a al-nisāʼ m
in al-ʻA
rab w
a al-m
ustaʻribīn w
a m
ustashriqīn, 8 vols., B
eirut: D
ār al-ʻIlm
 
al-M
alāʼīn, 1989,vol. 5, pp. 6–7 ︶。
︵
83︶
‘U
m
ar ibn ‘A
bd A
llāh ibn ‘A
lī ibn S
a‘īd al-Y
ābānī ︵一三六七年没︶
。マリーン朝のワ
ズ
ィ
ー
ル
で、
父
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
も
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
に
仕
え
て
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
遠
征
で
活
躍
し
た。
そ
の
子
ウ
マ
ル
は
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
に
仕
え
た
が、
一
三
六
一
年
に
叛
旗
を
翻
し
て
後、
次
々
と
自
ら
の
傀
儡
と
な
る
君
主
を
即
位
さ
せ
て
マ
リ
ー
ン
朝
の
実
権
を
握
っ
た。
し
か
し、
一
三
六
七
年、
三
人
目
に
擁
立
し
た
ア
ブ
ー・
フ
ァ
ー
リ
ス
に
よ
り
殺
害
さ
れ
る。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
も
当
初
は
協
力
関
係
に
あ
っ
た
が、
や
が
て
疎
遠
と
な
り、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
ア
ン
ダ
ル
ス
移
住
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
︵
al-Ta‘rīf, p. 70; al-‘Ibar, 
vol. 7, pp. 312ff; al-Z
iriklī, al-A
‘lām
, vol. 5, p. 52 ︶。
︵
84︶
A
bū F
āris ‘A
bd al-‘A
zīz ibn A
bī al-Ḥ
asan ‘A
lī. マ
リ
ー
ン
朝
第
一
八
代
君
主
ア
ブ
ー・
ファーリス・アブドゥルアズィーズ
︵在位一三六六～一三七二年︶
。ワズィールの
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
に
擁
立
さ
れ
た
が、
即
位
の
翌
年、
そ
の
専
横
を
き
ら
っ
て
彼
を
殺
害
し
て
実
権
を
掌
握
し
た。
国
内
の
反
乱
を
鎮
圧
し、
ト
レ
ム
セ
ン
を
征
服
す
る
と
と
も
に、
亡
命
し
て
き
た
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
を
保
護
し
て
ナ
ス
ル
朝
の
介
入
を
退
け
る
な
ど、
一
時
的
に
マ
リ
ー
ン
朝
の
勢
威
を
取
り
戻
し
た。
当
時
ビ
ス
ク
ラ
に
寄
寓
し
て
い
た
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
も
近
辺
の
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の
協
力
を
得
な
が
ら、
彼
の
中
央
マ
グ
リ
ブ
経
営
に
協
力
し
て
い
る
︵
al-Ta‘rīf, pp. 135-138; al-‘Ibar, vol. 7, pp. 322-336; A
bun-
N
asr, A
 H
istory of the M
aghrib, pp.113-114 ︶。
︵
85︶
A
bū Z
ayyān M
uḥam
m
ad al-S
a‘īd ibn A
bī F
āris ‘A
bd al-‘A
zīz. マリーン朝第一九代君
主サイード二世
︵在位一三七二～一三七四年︶
。父の後を継いで即位するが、ナス
ル
朝
と
対
立
し、
ナ
ス
ル
朝
の
支
援
を
受
け
た
従
兄
弟
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス・
ア
フ
マ
ド
に
王位を奪われた
︵
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 336-340 ︶。
︵
86︶
A
bū B
akr ibn G
hāzī ibn Y
aḥyā ibn Idrīs ibn ‘A
bd A
llāh ibn al-K
ās al-M
ajdūlī ︵一三七七
－ 八
年
没︶
。
ア
ブ
ー・
フ
ァ
ー
リ
ス
と
サ
イ
ー
ド
二
世
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル。
彼
の
父
ガ
ー
ズ
ィ
ー
も
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
を
つ
と
め
て
い
た。
サ
イ
ー
ド
二
世
の
擁
立
に
関
与
し、
実
権
を
握
っ
た。
フ
ェ
ズ
に
亡
命
し
て
い
た
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
引
き
渡
し
を
拒
ん
だ
こ
と
か
ら
ナ
ス
ル
朝
と
の
関
係
が
悪
化
し、
マ
リ
ー
ン
朝
に
対
す
る
ナ
ス
ル
朝
の
介
入
を
招
い
た。
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
即
位
後、
マ
ヨ
ル
カ
島
へ
の
亡
命
を
経
て、
一
旦
は
帰
参
す
る
が、
再
び
反
抗
し
て
殺
さ
れ
た。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
も
縁
が
あ
り、
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
が
ア
ブ
ー・
フ
ァ
ー
リ
ス
の
命
で
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
の
残
党
を
掃
討
し
た
際
に
協
力
し
て
いる
︵
al-Ta‘rīf, pp. 135-139, 218; al-‘Ibar, vol. 7, pp. 336-340, 343-344, 351 ︶。
︵
87︶
A
bū al-‘A
bbās A
ḥm
ad ibn A
bī S
ālim
 Ibrāhīm
. マリーン朝第二〇代君主アブー・アッ
バ
ー
ス・
ア
フ
マ
ド
︵在
位
一
三
七
四
～
一
三
八
四、
一
三
八
七
～
一
三
九
三
年︶
。
タ
ン
ジ
ー
ル
に
他
の
王
族
た
ち
と
共
に
軟
禁
さ
れ
て
い
た
が、
ナ
ス
ル
朝
の
支
援
を
得
て
解
放
さ
れ、
王
位
を
獲
得
し
た。
即
位
後
ま
も
な
く
し
て
ナ
ス
ル
朝
側
の
要
請
に
よ
り、
フ
ェ
ズ
に
亡
命
し
て
いたイブン・ハティーブを投獄し、殺害した
︵
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 338ff ︶。
︵
88︶
M
uḥam
m
ad ibn ‘U
thm
ān ibn R
aḥḥū ibn ‘A
lī ibn ‘A
bd A
llāh ibn al-K
ās al-M
ajdūlī
︵一
三
八
四
年
没︶
。
上
記
の
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
と
は
同
族
の
カ
ー
ス
家
の
出
身。
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
へ
の
対
抗
心
か
ら
ナ
ス
ル
朝
と
通
じ
て
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
を
タ
ン
ジ
ー
ル
か
ら
解
放
し、
そ
の
王
位
獲
得
に
協
力
し
た。
そ
の
後
ワ
ズ
ィ
ー
ル
と
な
っ
て
マ
リ
ー
ン
朝
の
実
権
を
握
る
が、
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
が
廃
位
さ
れ
た
際
に
殺
さ
れ
た。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
は
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
の
王
位
奪
取
以
来
の
知
己
だ
っ
た
が、
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
を
王
位
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に
つ
け
た
一
三
七
四
年
に
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
嫌
疑
を
か
け
て
一
時
投
獄
し、
彼
の
二
度目のアンダルス行きのきっかけを作った
︵
al-Ta‘rīf, pp. 69, 219, 224-225; al-‘Ibar, 
vol. 7, pp. 338-341, 351-352 ︶。
︵
89︶
アヤソフィヤ写本では、没年が空白となっている。また、ブーラーク版では没年の言及そのものがない
︵
al-‘Ibar, vol. 7, p. 394 ︶。なお、イブン・リドワーンの没年
自体は一三八一
－ 二年。
︵
90︶
‘A
bd al-R
aḥm
ān ibn A
bī Ifallūsan ‘A
lī ibn A
bī ‘A
lī ‘U
m
ar ︵一三八二年没︶
。マリーン
家
の
王
族。
彼
の
家
系
は
祖
父
ア
ブ
ー・
ア
リ
ー︵註
六
二
参
照︶
の
代
か
ら
サ
ハ
ラ
交
易
の
拠
点
で
あ
る
ス
ィ
ジ
ル
マ
ー
サ
に
勢
力
を
有
し、
た
び
た
び
フ
ェ
ズ
の
王
権
に
反
抗
し
て
い
た。
彼
自
身
は
反
乱
に
敗
れ
て
グ
ラ
ナ
ダ
の
ナ
ス
ル
朝
に
身
を
寄
せ
て
い
た
が、
一
三
七
三
年、
ナ
ス
ル
朝
の
支
援
を
受
け
て
マ
グ
リ
ブ
に
送
り
込
ま
れ
た。
翌
年、
同
じ
く
ナ
ス
ル
朝
の
支
援
を
受
け
た
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
が
フ
ェ
ズ
の
支
配
権
を
握
る
と、
王
国
を
南
北
に
分
割
す
る
こ
と
で
両
者
の
間
に
妥
協
が
成
立
し、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
を
拠
点
に
現
モ
ロ
ッ
コ
の
南
部
を
支
配
し
た。
最
終
的
に
は
再
び
両
者
は
対
立
し、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
が
敗
北
し
て
殺
害
さ
れ
た。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
に
投
獄された際には、これを釈放させたことがある
︵
al-Ta‘rīf, pp. 224-225; al-‘Ibar, vol. 
7, pp. 337-341, 344-347; M
iguel Á
ngel M
anzano R
odríguez, L
a intervención de los B
en-
im
erines en la península ibérica, M
adrid: C
S
IC
, 1992, pp. 362-366 ︶。
︵
91︶
A
zam
m
ūr. 現
モ
ロ
ッ
コ
の
大
西
洋
岸
に
あ
る
都
市。
ウ
ン
ム・
ラ
ビ
ー
ウ
川
の
河
口
左
岸
に
位置する
︵
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, “A
zam
m
ūr” ︶。ただし、イブン・リド
ワ
ー
ン
が
没
し
た
地
に
つ
い
て
は、
ア
ン
フ
ァ
ー︵現
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ︶
と
す
る
史
料
も
多
い
︵
ex. Ibn al-Q
āḍī, Jadhw
at al-iqtibās, p. 437 ︶。
︵
92︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、四一頁以降、ここまでがイブン・リドワーンを
讃
え
た
ラ
ハ
ウ
ィ
ー
の
頌
詩
と
そ
の
注
解
を
述
べ
て
い
る。
こ
の
後、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
少
年
時
代
に
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
に
到
来
し
た
マ
グ
リ
ブ
の
知
識
人
た
ち
の
列
伝
へ
と
話
が
戻
る。
︵
93︶﹁イブン・ハルドゥー 自伝２﹂
、五一頁、註九四参照。
︵
94︶
m
azām
īr Ā
l D
āw
ūd. ミ
ズ
マ
ー
ル
︵
m
izm
ār 、
複
数
形
m
azām
īr ︶
は、
オ
ー
ボ
エ
に
似
た
木
管
楽
器
の
総
称。
単
管
か
複
管
か、
リ
ー
ド
を
用
い
る
か
否
か
等
に
よ
り
様
々
な
種
類
が
あ
る
︵
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, “M
izm
ār” ︶。校訂者イブン
・ターウィートが述
べ
る
よ
う
に、
こ
こ
は、
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
由
来
す
る
表
現。
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
は、
ク
ル
ア
ー
ン
を
朗
誦
し
て
い
る
ア
ブ
ー・
ム
ー
サ
ー・
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
の
美
声
を
ほ
め
る
際
に、
ダ
ヴ
ィ
デ
家
の
ミ
ズ
マ
ー
ル
に
な
ぞ
ら
え
た
と
い
う
︵牧
野
信
也
訳﹃ハ
デ
ィ
ー
ス
　
イ
ス
ラ
ー
ム伝承集成﹄中央公論新社
︵中公文庫︶
、二〇〇一年、第四巻、五六六頁︶
。
︵
95︶
tarāw
īḥ. ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
晩
の
礼
拝
︵イ
シ
ャ
ー
礼
拝︶
後
に
行
な
う
特
別
な
自
発
的
礼
拝。
ラマダーン月中続けられる
︵
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, “Tarāw
īḥ”; ﹁タラー
ウィーフ礼拝﹂
﹃岩波イスラーム辞典﹄
︶。
︵
96︶
ḥizb. ク
ル
ア
ー
ン
の
全
章
句
を
六
〇
分
割
し
た
も
の。
特
に
上
述
の
タ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
フ
礼
拝
の
さ
い
に
朗
誦
す
る
︵
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, “Ḥ
izb”; ﹁ジ
ュ
ズ
ウ﹂
﹃岩
波
イスラーム辞典﹄
︶。
︵
97︶
M
iknāsa. 現モロッコの中部平原に位置する都市。その名はザナータ系ベルベルの
ミクナース族に由来する
︵
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, “M
iknāsa” ︶。
 
︵
89︶
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn M
uḥam
m
ad ibn al-Ṣ
abbāgh ︵一三四九年没︶
。マーリ
ク
派
法
学
者、
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者
︵
Ibn G
hāzī, al-R
aw
ḍ al-hātūn fī akhbār M
iknāsa al-
zaytūn, R
abat: al-M
aṭba‘a al-M
alakīya, 1988, pp. 42-44; Ibn al-Q
āḍī, Jadhw
at al-iqtibās, 
p. 301 ︶。
︵
99︶
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn ‘A
bd A
llāh ibn ‘A
bd al-N
ūr ︵一
三
四
八
－
九
年
没︶
。
マ
ー
リ
ク
派
法
学
者。
フ
ェ
ズ
や
マ
リ
ー
ン
朝
支
配
下
の
ト
レ
ム
セ
ン
に
お
い
て
カ
ー
デ
ィ
ー
を
つ
と
め
た。
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
に
よ
れ
ば、
彼
は
ア
ラ
ビ
ア
語
だ
け
で
な
く
ザ
ナ
ー
タ
系
ベ
ル
ベ
ル
の
言
葉
に
も
通
じ
て
い
た
た
め、
マ
リ
ー
ン
族
は
じ
め
ザ
ナ
ー
タ
系
諸
部
族
に
非
常
に
人
気
が
あ
っ
た
と
い
う。
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
系
ベ
ル
ベ
ル
と
い
う
彼
の
出
自
と
も
関
連
が
あ
るのかも知れない
︵
Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād, pp. 121–122; Ibn M
arzūq, 
al-M
usnad al-ṣaḥīḥ al-ḥasan fī m
a’āthir w
a m
aḥāsin m
aw
lā-nā A
bī al-Ḥ
asan, ed. M
aría 
Jesús V
iguera, A
lgiers; B
ibliothèque N
ationale d’A
lgérie, 1981, p. 267; Ibn al-Q
āḍī, Jadh-
w
at al-iqtibās, pp. 301-302 ︶。
︵
100︶
N
adrūm
a. ト
レ
ム
セ
ン
の
北
西、
地
中
海
に
近
い
丘
陵
地
帯
に
位
置
す
る
都
市。
こ
の
当
時
は
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
の
支
配
下
に
あ
っ
た
︵
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, “N
adrūm
a” ︶。
︵
101︶
Ṣ
anhāja. ザ
ナ
ー
タ、
マ
ス
ム
ー
ダ
と
並
ぶ
ベ
ル
ベ
ル
諸
部
族
の
系
統
の
ひ
と
つ。
過
去
に
は、
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
西
部
か
ら
勃
興
し
た
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝、
サ
ハ
ラ
砂
漠
西
部
か
ら
勃
興
し
た
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
な
ど
の
王
朝
の
母
体
と
な
っ
た。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は、
自
分
の
時
代
の
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
系
諸
部
族
の
居
住
地
と
し
て、
い
ず
れ
も
現
モ
ロ
ッ
コ
に
位
置
す
る、
タ
ー
ザ
周
辺、
ア
ト
ラ
ス
北
麓
の
タ
ー
ド
ラ
ー
地
方、
地
中
海
沿
岸
の
リ
ー
フ
山
地、
大
西
洋
沿
岸
の
ド
ゥ
ッ
カ
ー
ラ
地
方
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
︵
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 205-206; E
ncyclo-
paedia of Islam
, 2nd edition, “Ṣ
anhādja” ︶。
︵
102︶
A
bū al-Ḥ
asan ‘A
lī ibn ‘A
bd al-N
ūr. 兄
弟
ム
ハ
ン
マ
ド
に
代
わ
っ
て
ト
レ
ム
セ
ン
の
カ
ー
デ
ィ
ー
職
に
つ
い
た
他、
マ
グ
リ
ブ
各
地
の
カ
ー
デ
ィ
ー
を
つ
と
め
た
︵
Y
aḥyā ibn K
haldūn, 
B
ughyat al-ruw
w
ād, p. 122 ︶。
︵
103︶
cf. al-‘Ibar, vol. 7, pp. 312-314.
︵
104︶
ṭaw
āf al-qudūm
. メ
ッ
カ
の
聖
モ
ス
ク
内
に
あ
る
カ
ー
バ
神
殿
の
周
り
を
左
方
向
に
七
回
ま
わ
る
儀
式
の
こ
と。
メ
ッ
カ
巡
礼
の
さ
い
に
は、
メ
ッ
カ
に
到
来
し
た
日
お
よ
び
メ
ッ
カ
を
去
る
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︵﹁タワーフ﹂
﹃岩波イスラーム辞典﹄
︶。
︵
105︶
am
īr al-ḥājj. メ
ッ
カ
巡
礼
を
安
全
に
挙
行
で
き
る
よ
う
権
力
者
か
ら
任
命
さ
れ、
巡
礼
団
の
護
衛
部
隊
を
指
揮
す
る
役
職。
マ
グ
リ
ブ
方
面
か
ら
の
巡
礼
は
エ
ジ
プ
ト
に
集
結
し
て
そ
こ
で
組
織
さ
れ
る
巡
礼
団
に
加
わ
る
が、
こ
の
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
巡
礼
団
の
ア
ミ
ー
ル
は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
て
い
た
︵佐
藤
次
高﹃イ
ス
ラ
ー
ム
の
国
家
と
王権﹄岩波書店、二〇〇四年、一八四
－ 一八七頁︶
。
︵
106︶
S
ayf al-D
īn Y
albughā ibn ‘A
bd A
llāh al-K
hāṣṣakī al-N
āṣirī ︵一三六七年没︶
。
 マムルー
ク
朝
の
第
二
二、
二
四
代
君
主
ハ
サ
ン
︵在
位
一
三
四
七
～
一
三
五
一、
一
三
五
四
～
一
三
六
一
年︶
の
マ
ム
ル
ー
ク
出
身。
主
人
ハ
サ
ン
を
殺
害
し、
ム
ハ
ン
マ
ド
︵在
位
一
三
六
一
～
一
三
六
三
年︶
を
即
位
さ
せ、
自
ら
は
ア
タ
ー
ベ
ク
に
就
任
し
た。
さ
ら
に
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
二
世
︵在
位
一
三
六
三
～
一
三
七
七
年︶
を
新
た
に
擁
立
し
政
治
的
実
権
を
握
る
が、
一
三
六
七
年
に
部
下
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
︵
Ibn Ḥ
ajar al-‘A
sqalānī, al-D
urar al-kām
ina fī a‘yān al-
m
i’a al-thām
ina, 5 vols., ed. M
. S
ayyid Jād al-Ḥ
aqq, C
airo, 1966, vol. 5, pp. 213-215 ）。
︵
107︶
kīm
iyā’. 卑
金
属
を
貴
金
属
に
変
換
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
学
問。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
kīm
iyā’ は、
英
語
の
chem
istry
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
化
学
を
意
味
す
る
西
欧
諸
語
の
語
源
で
も
あ
る。
一
方
で、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
錬
金
術
に
は
い
か
が
わ
し
い
学
問
と
見
な
さ
れ
る
側
面
も
あ
り、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
身
も
錬
金
術
批
判
を
展
開
し
て
い
る
︵﹃歴
史
序
説﹄
第
四
巻、
一
二
－
三
六、
六
三
－
八
〇
頁
; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, “al-
kīm
iyā’” ︶。
︵
108︶
イル・ハーン朝が崩壊した後、モンゴル系のジャラーイル朝がバグダード一帯を支
配
し
て
い
た。
こ
の
事
件
当
時
の
君
主
は、
シ
ャ
イ
フ・
ウ
ヴ
ァ
イ
ス
︵在
位
一
三
五
六
～
一
三
七
四
年︶
、
フ
サ
イ
ン
一
世
︵在
位
一
三
七
四
～
一
三
八
二
年︶
、
ア
フ
マ
ド
︵在
位
一
三
八
二
～
一
四
一
〇
年︶
の
何
れ
か
と
考
え
ら
れ
る
︵
C
. E
. B
osw
orth, T
he N
ew
 Islam
ic 
D
ynasties. A
 C
hronological and G
enealogical M
anual, E
dinburgh : E
dinburgh U
niversity 
P
ress, 1996, pp. 267–268 ︶。
︵
109︶
M
ārdīn. テ
ィ
グ
リ
ス・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
両
河
間
の
上
流
域
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
地
方
に
あ
る
町。
現
ト
ル
コ
領。
こ
の
当
時
は
ア
ル
ト
ゥ
ク
朝
が
マ
ル
デ
ィ
ン
一
帯
を
支
配
し
て
い
た。
本
編
に
登
場
す
る
君
主
は、
ダ
ー
ウ
ー
ド
二
世
︵在
位
一
三
六
八
～
一
三
七
六
年︶
か
イ
ー
サ
ー︵在
位
一
三
七
六
～
一
四
〇
七
年︶
の
ど
ち
ら
か
と
考
え
ら
れ
る
︵
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd 
edition, “M
ārdīn”; C
. E
. B
osw
orth, T
he N
ew
 Islam
ic D
ynasties, pp. 194-96 ︶。
︵
110︶
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn Y
aḥyā ibn ‘A
lī ibn al-N
ajjār ︵一三四八
－ 九年没︶
。数
学者、天文学者
︵
Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād, p. 119; Ibn al-Q
āḍī, Jadhw
at 
al-iqtibās, p. 302 ︶。
︵
111︶
al-M
ajiṣṭī fī al-hay’a. 二世紀後半にプトレマイオス・クラウディオスが著したギリ
シ
ア
語
に
よ
る
数
理
天
文
学
の
書
Syntaxis A
stronom
ica 、
通
称﹃ア
ル
マ
ゲ
ス
ト﹄
の
ア
ラ
ビ
ア
語
訳。
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
天
文
学
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要
視
さ
れ
た。
書
名
中
の
s は
強勢音ではなく
al-M
ajisṭī と表記するのが一般的
︵﹃歴史序説﹄第三巻、三五九頁
；
﹁アルマゲスト﹂
﹃岩波イスラーム辞典﹄
︶。
︵
112︶
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn H
ilāl. 不詳。
︵
113︶
A
bū T
āshfīn ‘A
bd al-R
aḥm
ān ibn A
bī Ḥ
am
m
ū M
ūsā. ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
第
五
代
君
主
ア
ブー・ターシュフィーン一世
︵在位一三一八～一三三七年︶
。父アブー・ハンムー
一
世
を
殺
害
し
て
即
位。
マ
リ
ー
ン
朝
の
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
に
よ
っ
て
ト
レ
ム
セ
ン
を
征
服
さ
れ、
殺
さ
れ
た
︵
Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād, pp. 215-219; al-‘Ibar, vol. 7, 
pp. 104-111 ︶。
︵
114︶
A
bū al-‘A
bbās A
ḥm
ad ibn S
hu‘ayb al-Jaznā’ī al-T
āzī ︵一三四九年没︶
。医学とアラビ
ア
語
に
秀
で
た
フ
ェ
ズ
出
身
の
文
人。
哲
学、
天
文
学、
錬
金
術
に
も
通
じ
て
い
た
。
ジ
ャ
ズ
ナ
ー
イ
ー
と
い
う
名
は
現
モ
ロ
ッ
コ
北
部
の
リ
ー
フ
山
地
の
ベ
ル
ベ
ル
系
部
族
名
に
由
来
す
る
︵
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 1, pp. 272-277; Ibn al-Q
āḍī, Jadhw
at al-iqtibās, pp. 119-
121; J. L
irola D
elgado ed., B
iblioteca de al-A
ndalus, tom
o 5, pp. 383-386 ︶。
︵
115︶
bān. アラビア半島に見られる落葉高木。和名ワサビノキ。細くしなやかなその姿
か
ら、
詩
の
中
で
は
ほ
っ
そ
り
と
し
た
長
身
の
女
性
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
︵
E
ncyclo-
paedia of Islam
, 2nd edition, “bān”; E
.W
. L
ane, A
rabic-E
nglish L
exicon, L
ondon, 1877, p. 
278 ︶。
︵
116︶
rand. 月
桂
樹
も
し
く
は
ミ
ル
テ
︵銀
梅
花︶
を
指
す。
い
ず
れ
も
芳
香
を
持
つ
樹
木
で
あ
る
︵
L
ane, A
rabic-E
nglish L
exicon, p. 1165 ︶。
︵
117︶
Ibn M
arzūq, S
ham
s al-D
īn A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn A
ḥm
ad ibn M
uḥam
m
ad ibn 
M
uḥam
m
ad ibn A
bī B
akr ibn al-Ḥ
ājj al-‘A
jīsī al-T
ilim
sānī ︵一
三
一
〇
－ 一
～
一
三
七
九
年︶
。
ト
レ
ム
セ
ン
生
ま
れ
の
文
人、
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者。
説
教
師
を
つ
と
め
た
た
め
に﹁説
教
師
︵
al-khaṭīb ︶﹂
と、
ま
た、
孫
に
あ
た
る
同
名
の
文
人
と
区
別
す
る
た
め
に﹁祖
父
︵
al-
Jadd ︶﹂
と
呼
ば
れ
る。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に、
マ
リ
ー
ン
朝、
ハ
フ
ス
朝
な
ど
各
地
の
宮
廷
を
点
々
と
し
つ
つ、
知
識
人
と
し
て
重
用
さ
れ
た。
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
称
賛
の
書
で
あ
る﹃わ
が
主
君
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
事
績
と
美
徳
に
つ
い
て
の
真
正
な
ム
スナド
︵
al-M
usnad al-ṣaḥīḥ al-ḥasan fī m
a’āthir w
a m
aḥāsin m
aw
lā-nā A
bī al-Ḥ
asan ︶﹄
な
ど
の
著
作
が
あ
る。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
は、
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
の
王
位
奪
取
の
際
に
協
力
し
合
っ
た
が、
そ
の
後、
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
が
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
の
寵
を
独
占
し
た
た
め、
疎
遠
と
な
っ
た
︵
al-Ta‘rīf, pp. 68-70, 76-77; Ibn al-
K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 1, pp. 103-130; Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād, p. 115; Ibn 
M
arzūq, al-M
usnad al-ṣaḥīḥ al-ḥasan, pp. 19-53; J. L
irola D
elgado ed., B
iblioteca de al-
A
ndalus, tom
o 4, pp. 124-137; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, “Ibn M
arzūḳ” ︶。
︵
118︶
A
bū M
adyan S
hu‘ayb ibn al-Ḥ
usayn al-A
ndalusī ︵一一二六～一一九七年︶
。スーフィ
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ズ
ム
勃
興
期
の
マ
グ
リ
ブ
の
最
も
代
表
的
な
ス
ー
フ
ィ
ー
で
あ
り、
ま
た
多
く
の
奇
跡
譚
で
知
ら
れ
る
聖
者。
セ
ビ
ー
リ
ャ
近
郊
の
小
さ
な
町
で
生
ま
れ、
フ
ェ
ズ
で
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
道
に
入
っ
た。
メ
ッ
カ
巡
礼
を
果
た
し
た
後、
北
ア
フ
リ
カ
に
戻
り
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
拠
点
に
活
動
し
た。
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
カ
リ
フ
に
召
喚
さ
れ
て
マ
ラ
ケ
シ
ュ
へ
向
か
う
途
上
に
ト
レ
ム
セ
ン
で
死
亡
し、
ウ
ッ
バ
ー
ド
に
埋
葬
さ
れ
た
︵
Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād, pp. 125-
126; V
incent J. C
ornell, T
he W
ay of A
bū M
adyan. T
he W
orks of A
bū M
adyan Shu‘ayb, 
C
am
bridge: T
he Islam
ic Texts S
ociety, 1996; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, “A
bū 
M
adyan”; 私
市
正
年﹃マ
グ
リ
ブ
中
世
社
会
と
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
者
崇
拝﹄
山
川
出
版
社、
二〇〇九年、九二
－ 九八頁︶
。彼の墓廟があるウッバードについては註二〇参照。
︵
119︶
A
bū B
akr ibn M
arzūq. 実
際
に
は、
こ
こ
の
主
題
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
か
ら
は
四
代
前
の
先
祖
︵曾
々
祖
父︶
に
あ
た
る。
一
一
世
紀
末、
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
の
父
の
マ
ル
ズ
ー
ク
が
ト
レ
ム
セ
ン
に
移
住
し
て
来
た
と
さ
れ
る。
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
自
身
は、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
記
す
よ
う
に
ト
レ
ム
セ
ン
に
立
ち
寄
っ
た
晩
年
の
ア
ブ
ー・
マ
ド
ヤ
ン
に
熱
心
に
仕
え、
そ
の
墓
廟
を
守
る
よ
う
に
な
っ
た。
な
お、
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
の
埋
葬
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
君
主
ヤ
グ
ム
ラ
ー
サ
ン
の
時
代
な
の
で、
彼
の
孫
ム
ハ
ン
マ
ド
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn M
uḥam
m
ad ibn A
bī 
B
akr ibn M
arzūq ︵一
二
八
二
年
没︶
に
関
す
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う。
マ
ル
ズ
ー
ク
家
に
つ
い
て
は、
以
下
を
参
照。
Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād, pp. 114-115; 
Ibn M
arzūq, al-M
usnad al-ṣaḥīḥ al-ḥasan, pp. 15-19; 私
市
正
年﹁ト
レ
ム
セ
ン
に
お
け
る
三
つ
の
名
門
ウ
ラ
マ
ー
家
　
︱
マ
ッ
カ
リ
ー
家，
マ
ル
ズ
ー
ク
家，
ウ
ク
バ
ー
ニ
ー
家﹂
護
雅
夫
編﹃内
陸
ア
ジ
ア
･
西
ア
ジ
ア
の
社
会
と
文
化﹄
山
川
出
版
社、
一
九
八
三
年、
五
七
五
－
五九九頁。
︵
120︶
w
alāya. 神
に
近
し
く、
神
の
友
で
あ
る
こ
と
を
表
す
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
術
語。
神
に
近
し
く
特
別
の
恩
寵
を
受
け
る
こ
と
は、
奇
跡
を
現
出
す
る
き
っ
か
け
と
な
り、
そ
れ
ゆ
え
に﹁神
の
友
︵
w
alī ︶﹂はある種の﹁聖者﹂的な存在と見なされる。
︵
121︶
A
bū al-‘A
bbās A
ḥm
ad ibn M
uḥam
m
ad ibn M
arzūq ︵一
二
八
二
～
一
三
四
一
年︶
に
あ
た
る。
一
三
一
七
年
に
息
子
と
と
も
に
メ
ッ
カ
巡
礼
へ
と
出
発
し、
そ
の
ま
ま
メ
デ
ィ
ナ
に
住
み
着
い
て
最
後
は
メ
ッ
カ
で
没
し
た。
彼
の
師
匠
達
と
し
て
は、
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン・
ス
ガ
イ
イ
ル、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ハ
イ
ミ
ン、
イ
ブ
ン・
イ
マ
ー
ム
兄
弟、
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ア
ム
ル
等
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る。
自
分
の
一
族
と
マ
リ
ー
ン
朝
と
の
縁
の
深
さ
を
強
調
す
る
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
の
著
作
に
よ
れ
ば、
父
ア
フ
マ
ド
の
婚
礼
に
は、
当
時
ト
レ
ム
セ
ン
を
包
囲
中
だ
っ
た
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド
が
立
ち
会
っ
た
と
い
う。
ま
た、
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
に
よ
る
ト
レ
ム
セ
ン
征
服
が
間
近
い
こ
と
を
知
っ
た
父
ア
フ
マ
ド
は、
息
子
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
に
対
し
て
マ
グ
リ
ブ
に
戻
る
よ
う
命
じ
た
と
い
う
︵
Ibn M
arzūq, al-M
usnad al-
ṣaḥīḥ al-ḥasan, p. 480; Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād, p. 115 ︶。
︵
122︶
jāw
ara. 原
義
は、
﹁隣
人
と
な
る﹂
こ
と
だ
が、
特
に
神
の
隣
人
と
し
て
そ
の
保
護
を
受
け
て
メ
ッ
カ・
メ
デ
ィ
ナ
な
ど
の
聖
域
に
滞
在
し、
信
仰
に
明
け
暮
れ
る
生
活
を
送
る
こ
と
︵
E
ncy-
clopaedia of Islam
, 2nd edition, “M
udjāw
ir”; 長
谷
部
史
彦﹁マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
メ
デ
ィ
ナ
に
お
け
る
王
権・
宦
官・
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル﹂
今
谷
明
編﹃王
権
と
都
市﹄
思
文
閣
出
版、
二〇〇八年、二〇九
－ 二四五頁︶
。
︵
123︶
B
urhān al-D
īn al-Ṣ
afāqusī al-M
ālikī, A
bū Isḥāq Ibrāhīm
 ibn M
uḥam
m
ad ibn Ibrāhīm
 al-
Q
aysī ︵一
二
九
八？～
一
三
四
二？
年︶
。
マ
ー
リ
ク
派
の
法
学
者。
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
で
法
学
の
教
育
を
受
け、
メ
ッ
カ
巡
礼
の
途
上
で
エ
ジ
プ
ト・
シ
リ
ア
の
ウ
ラ
マ
ー
か
ら
も
学
ん
だ。
著
作
に
は、
兄
弟
の
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
ー
ン・
ム
ハ
ン
マ
ド
と
共
同
執
筆
し
た
文
法
学
の
書
I‘rāb 
al-Q
ur’ān
等
が
あ
る
︵
A
ḥm
ad B
ābā al-T
inbuktī, N
ayl al-ibtihāj bi-taṭrīz al-D
ībāj, C
airo: 
M
aktabat al-T
haqāfa al-D
īnīya, 2004, pp. 26-29 ︶。
︵
124︶
詳細不明。ただし、イブン・ハルドゥーン自身による書道や書体に関する説明として、以下の記述がある。
﹃歴史序説﹄第三巻、九一
－ 一〇九頁。
︵
125︶
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn M
uḥam
m
ad ibn M
uḥam
m
ad ibn A
bī B
akr ibn M
arzūq
︵一
三
四
六
年
以
降
没︶
。
マ
ル
ズ
ー
ク
家
の
一
員
と
し
て、
ウ
ッ
バ
ー
ド
に
あ
る
ア
ブ
ー・
マ
ド
ヤ
ン
廟
の
管
理
を
し
て
い
た。
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
ア
ブ
ー・
マ
ド
ヤ
ン
廟
の
向
か
い
に
モ
ス
ク
を
建
設
し
た
際
に、
そ
の
差
配
を
お
こ
な
い、
完
成
し
た
モ
ス
ク
の
説
教
師
と
な
っ
た。
な
お、
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
自
身
の
記
述
で
は、
お
じ
か
ら
の
説
教
師
継
承
の
経
緯
は
こ
こ
の
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
説
明
と
若
干
異
な
っ
て
い
る。
そ
れ
に
よ
れ
ば、
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
は、
マ
グ
リ
ブ
へ
帰
る
途
上、
彼
の
お
じ
と
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
双
方
か
ら
説
教
師
職
任
命
の
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
と
い
う。
お
じ
の
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブー・ヤフヤー二世の死の知らせがトレムセンに届いた際にも
︵一三四六年︶
、ま
だ存命だった
︵
Ibn M
arzūq, al-M
usnad al-ṣaḥīḥ al-ḥasan, pp. 356, 403-404, 480-482 ︶。
︵
126︶
A
bū ‘U
m
ar T
āshfīn ibn A
bī al-Ḥ
asan ‘A
lī. 後
の
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ウ
マ
ル・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
︵在
位
一
三
六
一
年︶
。
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
側
の
史
料
で
も
A
boam
ar と
し
て、
タ
リ
ー
フ
ァ
の
戦
い
の
捕
虜
の
中
に
数
え
ら
れ
て
い
る
︵
M
anzano R
odríguez, L
a inter-
vención de los B
enim
erines, p. 264 ︶。
後
に
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
に
対
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
る
が、
す
で
に
精
神
に
異
常
を
き
た
し
て
い
た
た
め
支
持
を集めることができず、すぐに廃位された
︵
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 313-314, 317 ︶。
︵
127︶
当
時
の
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
は
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
一
一
世
︵在
位
一
三
一
二
～
一
三
五
〇
年︶
。
一
三
四
〇
年
の
タ
リ
ー
フ
ァ
の
戦
い
︵サ
ラ
ー
ド
川
の
戦
い︶
と
一
三
四
四
年
の
ア
ル
ヘ
シ
ラ
ス
征
服
に
よ
っ
て、
マ
リ
ー
ン
朝
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
介
入
を
退
け
る
こ
と
に
成
功
す
る
が、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
包
囲
中
に
黒
死
病
に
よ
り
没
し
た。
イ
ブ
ン・
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
と
い
う
表
現
に
つ
いては、
﹁イブン・ハルドゥーン自伝１﹂
、五三
－ 五四頁
、註四参照。
︵
128︶
イブン・ターウィートの校訂版、およびその底本となったアヤソフィヤ写本のい
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ず
れ
も、
﹁ア
ブ
ー・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン﹂
と
し
て
い
る
が、
﹁ウ
マ
ル﹂
が
欠
落
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う。
一
方、
ブ
ー
ラ
ー
ク
版
で
は、
ク
ン
ヤ
に
言
及
せ
ず﹁タ
ー
シ
ュ
フィーン﹂とのみ記している
︵
al-‘Ibar, vol. 7, p. 396 ︶。
︵
129︶
アブー・ハサンは、毎年、支配地の代官を集めて徴税の状況などを確認する機会を
も
う
け
て
い
た。
七
四
九
／
一
三
四
八
年
に
は、
代
官
だ
け
で
な
く、
解
放
さ
れ
た
王
子
ア
ブ
ー・
ウ
マ
ル
や、
和
平
が
成
立
し
た
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
の
使
節、
サ
ハ
ラ
以
南
の
マ
リ
王
国
か
ら
の
使
節
な
ど
も
加
わ
り
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
に
集
結
し
て
い
た
と
こ
ろ、
こ
こ
に
記されているような事件が生じた
︵
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 361-362 ︶。
︵
130︶
キ
リ
ス
ト
教
徒
︵ル
ー
ム︶
奴
隷
の
出
身
で、
名
は
シ
ャ
ム
ス・
ド
ゥ
ハ
ー
 S
ham
s al-Ḍ
uḥā’
という
︵
Ibn al-A
ḥm
ar, R
aw
ḍat al-nisrīn, p. 37 ︶。
︵
131︶
A
bū S
a‘īd ‘U
thm
ān ibn ‘A
bd al-R
aḥm
ān ibn Y
aḥyā ibn Y
aghm
urāsan ibn Z
ayyān. ザイ
ヤ
ー
ン
朝
第
六
代
君
主
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド・
ウ
ス
マ
ー
ン
二
世
︵在
位
一
三
四
八
～
一
三
五
二
年︶
。
父
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
は
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
の
傍
系
で
ア
ン
ダ
ル
ス
に
追
放
さ
れ
て
い
た。
父
の
死
後、
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド
と
そ
の
兄
弟
は
ト
レ
ム
セ
ン
に
戻
っ
た。
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
ト
レ
ム
セ
ン
を
征
服
す
る
と
こ
れ
に
服
属
し、
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
遠
征
に
従
っ
た。
し
か
し、
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
戦
い
で
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
に
敗
北
す
る
と、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ド
族
の
将
兵
か
ら
推
戴
さ
れ
て
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
を
去
り、
一
三
四
八
年、
ト
レ
ム
セ
ン
に
入
城
し
た。
即
位
後
は
兄
弟
の
ア
ブ
ー・
サ
ー
ビ
ト
と
事
実
上
の
共
同
統
治
を
行
っ
た。
一
三
五
二
年、
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
侵
攻
に
よ
り
殺
さ
れ、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
の
ト
レ
ム
セ
ン
統
治
は
再
び途絶えた
︵
Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād, pp. 234-247; al-‘Ibar, vol. 7, pp. 
115-121 ︶。
︵
132︶
cf. al-‘Ibar, vol. 7, pp. 115-117. 一三三七年 マリーン朝によってトレムセンが征服
さ
れ
る
と、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ド
族
は
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
に
服
属
し
た。
し
か
し、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
戦
い
︵一
三
四
八
年︶
の
際
に
は、
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
軍
勢
か
ら
離
脱
し
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の
側
に
つ
い
た。
一
方、
当
初
は
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
チ
ュ
ニ
ス
支
配
に
協
力
し
て
い
た
ハ
フ
ス
朝
の
元
ハ
ー
ジ
ブ、
イ
ブ
ン・
タ
ー
フ
ラ
ー
ギ
ー
ン
も
こ
の
戦
い
の
時
に
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
か
ら
離
反
し、
マ
リ
ー
ン
朝
軍
が
駐
屯
す
る
チ
ュ
ニ
ス
の
城
塞
を
包
囲
し
た。
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド
へ
の
忠
誠
の
誓
い
は、
こ
う
し
た
情
勢
下
の
チ
ュ
ニ
ス
で
お
こ
な
われた。
︵
133︶
A
bū S
a‘īd ‘U
thm
ān ibn Y
aḥyā ibn M
uḥam
m
ad ibn Jarrār ︵一
三
四
八
年
没︶
。
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ド
族
中
の
ジ
ャ
ッ
ラ
ー
ル
家
に
属
す
る
人
物。
同
家
は
ヤ
グ
ム
ラ
ー
サ
ン
の
五
代
ほ
ど
前
に
ザ
イ
ヤ
ー
ン
家
と
分
か
れ
た
と
さ
れ
る。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド・
イ
ブ
ン・
ジ
ャ
ッ
ラ
ー
ル
は、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
家
に
捕
ら
わ
れ
て
い
た
が
逃
亡
し、
そ
の
後
マ
リ
ー
ン
朝
と
協
力
関
係
に
あ
っ
た。
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
征
服
に
参
加
し
た
後、
ト
レ
ム
セ
ン
に
戻
っ
て
い
た。
そ
の
時
に
ト
レ
ム
セ
ン
の
代
官
を
つ
と
め
て
い
た
の
が、
王
子
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
で
あ
る
︵
Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād, pp. 236-237; 
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 114-115 ︶。
︵
134︶
A
bū T
hābit al-Z
a‘īm
 ibn ‘A
bd al-R
aḥm
ān ︵
一三
五
二
年没
︶。
ここ
にあ
るよ
うに
兄弟
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド
に
よ
る
ト
レ
ム
セ
ン
奪
取
に
協
力
し、
以
後
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド
治
世
に
お
い
て
は、
軍
事
の
実
権
を
握
り、
事
実
上
の
共
同
統
治
を
お
こ
な
っ
た。
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
ト
レ
ム
セ
ン
征
服
に
際
し
て
一
旦
は
逃
亡
す
る
が、
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
で
捕
ら
えられ殺された
︵
Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād, pp. 234-247; al-‘Ibar, vol. 7, 
pp. 115-121 ︶。
︵
135︶
Ṣ
uqayr ibn ‘Ā
m
ir. 不
詳。
ほ
ぼ
同
じ
頃、
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の
ズ
グ
バ
族
の
一
派
ア
ー
ミ
ル
族
の
指
導
者
と
し
て
Ṣ
ughayr ibn ‘Ā
m
ir ibn Ibrāhīm
が
お
り、
ア
ー
ミ
ル
族
は
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
戦
い
後
に
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
に
服
属
し
て
い
る
の
で、
こ
の
人
物
の
可
能
性
は
あ
る。
た
だ
し、
彼
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃、
ア
ブ
ー・
サ
ー
ビ
ト
か
ら
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て、
一
時
的
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
の
で、
疑
問
は
残
る
︵
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 52-53, vol. 7, p. 
118 ︶。
︵
136︶
al-Ḥ
am
rā’. 現
ス
ペ
イ
ン、
グ
ラ
ナ
ダ
市
街
地
の
南
東
に
そ
び
え
る
丘
陵
上
に
建
設
さ
れ
た
ナ
ス
ル
朝
の
宮
殿
都
市。
ア
ラ
ビ
ア
語
で
赤
い
城
塞
︵カ
ル
ア・
ハ
ム
ラ
ー︶
と
呼
ば
れ
る
の
は、
周
辺
の
土
壌
が
赤
い
た
め
と
も
い
う。
﹁ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ﹂
は
こ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
が
ス
ペ
イ
ン
語
に
お
い
て
転
訛
し
た
名
称。
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
は
単
な
る
宮
殿
で
は
な
く、
丘
陵
全
体
に
様
々
な
施
設
や
住
居
が
広
が
る
一
種
の
都
市
で
あ
っ
た。
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
が
説
教
を
し
た
と
思
わ
れ
る
金
曜
モ
ス
ク
は、
一
四
世
紀
初
頭
に
ム
ハ
ン
マ
ド
三
世
が
建
設
し
た
も
の
で
あ
り、
そ
の
遺
構
は、
宮
殿
の
南、
現
在
の
サ
ン
タ・
マ
リ
ー
ア
教
会
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
︵
Ibn 
al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 1, pp. 546-547; L
eopold Torres B
albás, “L
a m
ezquita real de la 
A
lham
bra y el baño frontero,” al-A
ndalus 10, 1945, pp. 196-214; E
ncyclopaedia of Islam
, 
2nd edition, “G
ranada”; ﹁アルハンブラ宮殿﹂
﹃岩波イスラーム辞典﹄
︶。
︵
137︶﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂
、四七頁、註三八を参照。
︵
138︶
al-M
ahdīya. 現
チ
ュ
ニ
ジ
ア
中
部
の
地
中
海
沿
岸
の
都
市。
一
〇
世
紀
初
め
に
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
初
代
カ
リ
フ・
マ
フ
デ
ィ
ー
が
自
ら
の
名
を
冠
し
た
首
都
と
し
て
建
設
し
た
︵
E
ncyclo-
paedia of Islam
, 2nd edition, “al-M
ahdiyya” ︶。
当
時、
ハ
フ
ス
朝
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
ハ
ー
ジ
ブ
の
イ
ブ
ン・
タ
ー
フ
ラ
ー
ギ
ー
ン
は、
マ
リ
ー
ン
朝
軍
の
侵
攻
に
際
し
て、
チ
ュ
ニ
スから脱出しマフディーヤに難を避けていた
︵
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 371-372, vol. 7, p. 
297 ︶。
︵
139︶
jāndār ︵複
数
形
janādira ︶
. マ
リ
ー
ン
朝
に
お
い
て
は、
宮
廷
を
警
護
す
る
と
共
に、
支
配
者
の
命
令
を
実
行
し、
罰
を
科
し
た
り、
逮
捕
者
を
牢
獄
に
監
禁
し
た
り
す
る
者
た
ち。
そ
の
長
を
ミ
ズ
ワ
ー
ル
と
い
う。
こ
の
語
は
二
つ
の
ペ
ル
シ
ア
語
単
語
か
ら
で
き
て
お
り
、
武
器
を
意
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味
す
る
jān
と、
持
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
dār か
ら
構
成
さ
れ
る
︵﹃歴
史
序
説﹄
第
二
巻、一四〇頁
; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd edition, “D
jāndār” ︶。
︵
140︶
Y
aḥyā ibn S
hu‘ayb. 不詳。
︵
141︶
Jibāl T
āssāla. トレムセンの北方の町アイン・テムシェントの東側の山岳地域。
︵
142︶
マリーン朝君主アブー・ユースフ・ヤアクーブの早世した太子アブー・マーリクの子孫マンスール・イ ン スライマーン
M
anṣūr ibn S
ulaym
ān ibn M
anṣūr ibn A
bī 
M
ālik ‘A
bd al-W
āḥid ibn A
bī Y
ūsuf Y
a‘qūb ibn ‘A
bd al-Ḥ
aqq ︵一三五九年没︶
のこと。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
死
後
に
も
そ
の
後
継
者
と
目
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た。
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
ハ
サ
ン・
イ
ブ
ン・
ウ
マ
ル
の
専
横
に
対
す
る
不
満
を
集
め
て
反
乱
を
起
こ
し、
新
フ
ェ
ズ
を
包
囲
し
た。
し
か
し、
同
じ
頃
に
挙
兵
し
た
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
が
新
た
な
ス
ル
タ
ー
ン
と
な
る
と、
捕
ら
え
ら
れ
て
殺
害
さ
れ
た。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
当
初、
彼
の
陣
営
に
い
た
が、
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
に
誘
わ
れ
て
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
側
に
協
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︵
al-Ta‘rīf, pp. 68-69; al-‘Ibar, vol. 7, pp. 302-306 ︶。
︵
143︶
A
bū Y
aḥyā A
bū B
akr al-S
a‘īd ibn A
bī ‘Inān F
āris. マ
リ
ー
ン
朝
君
主
サ
イ
ー
ド
一
世
︵在
位
一
三
五
八
～
一
三
五
九
年︶
。
父
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
病
床
に
伏
せ
る
間、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
間
で
勢
力
争
い
が
生
じ、
そ
の
結
果、
王
位
継
承
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤ
ー
ン
に
代
わ
っ
て
サ
イ
ー
ド
が
擁
立
さ
れ
た。
そ
の
治
世
は、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
ハ
サ
ン・
イ
ブ
ン・
ウ
マ
ル
が
実
権
を
握
り、
最
後
は
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
の
政
権
獲
得
と
と
も
に
廃
位
された
︵
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 299-305 ︶。
︵
144︶
al-Ḥ
asan ibn ‘U
m
ar al-F
ūdūdī ︵一
三
六
〇
年
没︶
。
マ
リ
ー
ン
朝
下
で
数
多
く
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
を
出
し
た
フ
ー
ド
ゥ
ー
ド
家
の
出
身。
フ
ー
ド
ゥ
ー
ド
家
は、
マ
リ
ー
ン
族
の
一
支
族
ワ
ル
タ
ー
ジ
ャ
ン
家
に
連
な
る
と
さ
れ
る。
ハ
サ
ン・
イ
ブ
ン・
ウ
マ
ル
は
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
で
あ
っ
た
が、
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
重
病
に
陥
る
と、
王
位
継
承
者
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤ
ー
ン・
ム
ハ
ン
マ
ド
一
世
が
権
力
を
握
る
こ
と
を
恐
れ
て
謀
殺
し、
そ
の
弟
で
ま
だ
幼
い
サ
イ
ー
ド
一
世
を
擁
立
し、
傀
儡
と
し
た。
さ
ら
に
病
か
ら
の
回
復
の
兆
し
が
見
え
た
ア
ブー・イナーンをも暗殺して権力を掌握した
︵一三五八年︶
。その後、アブー・イ
ナ
ー
ン
の
兄
弟
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
が
台
頭
す
る
と
彼
に
恭
順
し、
サ
イ
ー
ド
一
世
を
廃
位
し
た
︵一三五九年︶
。マラケシュの太守に任じられるが身の危険を感じて反乱を起こ
し、敗れてフェズへと連行され殺害された
︵一三六〇年︶
。彼の登場以後、多くの
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
が
ワ
ズ
ィ
ー
ル
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
た
り
廃
位
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り、
マ
リ
ー
ン
朝
は
政
治
的
混
乱
の
時
代
に
入
っ
た。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は、
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
治
世
末
期
に
投
獄
さ
れ
て
い
た
が、
権
力
を
掌
握
し
た
ハ
サ
ン・
イ
ブ
ン・
ウマルによって出獄することができた
︵
al-Ta‘rīf, pp. 68-70; al-‘Ibar, vol. 7, pp. 299-
305, 309-310; M
iguel Á
ngel M
anzano R
odríguez, “E
l M
ágreb bajo el poder de los visires: 
los B
anū F
ūdūd,” al-Q
anṭara 16, 1995, pp. 403-419; al-Z
iriklī, al-A
‘lām
, vol. 2, p. 208 ︶。
︵
145︶
ナ
ス
ル
朝
第
八
代
君
主
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn Y
ūsuf ︵在
位
一
三
五
四
～
一
三
五
九、
一
三
六
二
～
一
三
九
一
年︶
。
父
の
後
を
継
い
で
即
位
し
た
後、
一
度
は
政
変
に
よ
り
王
位
を
奪
わ
れ
る
が、
一
三
六
二
年
に
復
位
し
た。
そ
の
後
は、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
と
マ
リ
ー
ン
朝
と
い
う
南
北
の
二
大
国
が
内
乱
に
見
舞
わ
れ
る
の
に
乗
じ
て
勢
力
を
強
め、
ナ
ス
ル
朝
に
最
盛
期
を
も
た
ら
し
た。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は、
二
度
に
わ
た
っ
てこのグラナダの
君主に仕えた
︵
al-Ta‘rīf, pp. 80-93, 226-227; Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, 
vol. 2, pp. 13ff; H
arvey, Islam
ic Spain 1250-1500, pp. 206-219; 関哲行・立石博高・中
塚
次
郎
編﹃世
界
歴
史
大
系
　
ス
ペ
イ
ン
史
一
　
古
代
︱
近
世﹄
、
山
川
出
版
社、
二
〇
〇
八
年、一二二
－ 一二四頁︶
。
︵
146︶
A
bū al-N
u‘aym
 R
iḍw
ān ibn ‘A
bd A
llāh al-N
aṣrī ︵一三五九年没︶
。キリスト教徒の家
系
に
生
ま
れ、
幼
い
時
に
戦
争
捕
虜
と
な
っ
て
ナ
ス
ル
朝
に
仕
え
た。
ナ
ス
ル
朝
君
主
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
一
世
に
気
に
入
ら
れ、
息
子
の
養
育
を
任
さ
れ
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て、
宮
廷
で
勢
力
を
強
め、
次
代
の
ム
ハ
ン
マ
ド
四
世
お
よ
び
ユ
ー
ス
フ
一
世、
そ
し
て
ユ
ー
ス
フ
一
世
の
子
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
を
つ
と
め
た。
政
変
に
よ
り
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
が
廃
位
された一三五九年、殺された
︵
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 1, pp. 506-513 ︶。
︵
147︶
dār al-ḥarb. ﹁戦
争
の
家﹂
が
原
義
で
イ
ス
ラ
ー
ム
法
が
適
用
さ
れ
ず
に
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
戦
争
状
態
に
あ
る
領
域。
世
界
は
イ
ス
ラ
ー
ム
法
が
適
用
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て、
ダ
ー
ル・
ア
ル
＝
イ
ス
ラ
ー
ム
︵イ
ス
ラ
ー
ム
の
家︶
と
ダ
ー
ル・
ア
ル
＝
ハ
ル
ブ
と
に
区別されていた
︵﹁ダール・アル＝ハルブ﹂
﹃岩波イスラーム辞典﹄
︶。
︵
148︶
B
iṭruh. カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
ペ
ド
ロ
一
世
︵在
位
一
三
五
〇
～
一
三
六
九
年︶
。
父
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
一
一
世
の
後
を
継
い
で
即
位
し、
黒
死
病
の
流
行
に
と
も
な
う
危
機
を
克
服
す
る
た
め
王
権
強
化
な
ど
様
々
な
改
革
を
試
み
た。
し
か
し、
庶
兄
エ
ン
リ
ケ・
デ・
ト
ラ
ス
タ
マ
ラ
と
の
内
戦
に
苦
し
み、
最
後
は
敗
死
し
た。
政
敵
か
ら
は
残
酷
王
と、
味
方
か
ら
は
正
義
王
と
呼
ば
れ
た。
ア
ラ
ブ
趣
味
で
知
ら
れ、
セ
ビ
ー
リ
ャ
に
現
存
す
る
宮
殿
ア
ル
カ
サ
ル
を
建
造
し
た
際
に
は、
グ
ラ
ナ
ダ
か
ら
呼
び
寄
せ
た
職
人
を
用
い
て
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
と
同
様
の
様
式
に
仕
立
て
上
げ
た。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
ナ
ス
ル
朝
に
仕
え
て
い
た
時
に
外
交
使
節
と
し
て
彼
の
も
と
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
︵
al-Ta‘rīf, pp. 84-85; 関
哲
行・
立
石
博
高・
中
塚
次
郎
編﹃世
界歴史大系
　
スペイン史一
　
古代︱近世﹄
、一七〇
－ 一七三頁︶
。
︵
149︶
G
hum
āra. 現
モ
ロ
ッ
コ
北
部、
地
中
海
沿
岸
の
リ
ー
フ
山
地
一
帯
に
住
む
ベ
ル
ベ
ル
部
族。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
よ
れ
ば、
険
し
い
山
に
守
ら
れ
て
い
る
た
め
に、
し
ば
し
ば
亡
命
者を受け入れてきたとい
う
︵
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 210-223; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd 
edition, “G
hum
āra” ︶。
  
︵
150︶
Jabal al-Ṣ
afīḥa. 現モロッコ北部のリーフ山地にある山と思われるが、不詳。
︵
151︶
B
anū M
uthnī. 不詳。
︵
152︶
B
anū M
unīr. 不詳。
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︵
153︶
cf. al-‘Ibar, vol. 7, pp. 304-306.
︵
154︶
A
bū Z
ayyān M
uḥam
m
ad ibn A
bī ‘A
bd al-R
aḥm
ān Y
a‘qūb ibn A
bī al-Ḥ
asan ‘A
lī. マリー
ン朝君主アブー・ザイヤーン・ムハンマド二世
︵在位一三六一～一三六六年︶
。セ
ビ
ー
リ
ャ
の
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
ペ
ド
ロ
一
世
の
も
と
に
亡
命
し
て
い
た
が、
マ
リ
ー
ン
朝
の
王
位
を
ね
ら
い
セ
ウ
タ
に
上
陸
し
た。
当
時、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は、
精
神
に
異
常
を
来
し
て
い
た
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ウ
マ
ル
の
代
わ
り
を
探
し
て
い
た
た
め、
そ
の
目
に
と
ま
り、
フ
ェ
ズ
に
入
城
し
て
即
位
し
た。
即
位
後
も
実
権
は
引
き
続
き
ワ
ズ
ィ
ー
ル
が
握
り
続
け
た
た
め、
こ
れ
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
が
逆
に
殺
害
さ
れ
た
︵
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 318-323 ︶。
な
お、
校
訂
版
お
よ
び
そ
の
底
本
と
な
っ
た
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ヤ
写
本
と
も
に
彼
の
系
譜
を﹁イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン﹂
と
し
て
い
る
が、
﹁イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン﹂
の
誤
り
で
あ
る。
ブ
ー
ラ
ー
ク
版
は
正
し
く記している
︵
al-‘Ibar, vol. 7, p. 398 ︶。
︵
155︶
Jām
i‘ al-M
uw
aḥḥidīn. 城
塞
の
モ
ス
ク
︵
Jām
i‘ al-Q
aṣba ︶
と
も
い
う。
チ
ュ
ニ
ス
市
街
地
の
北
に
位
置
す
る
支
配
者
の
城
塞
の
中
に
あ
る。
ハ
フ
ス
朝
初
代
君
主
ア
ブ
ー・
ザ
カ
リ
ヤ
ー
が
一二三〇年代に建設した
︵
S
aad G
hrab, Ibn ‘A
rafa et le m
ālikism
e en Ifriqiya au V
IIIe-
X
IVe siècles, T
unis: U
niversité de T
unis I, pp. 211-212 ︶。
︵
156︶
A
bū al-B
aqā’ K
hālid ibn A
bī Isḥāq Ibrāhīm
. ハフス朝第一六代君主アブー・バカー・
ハーリド二世
︵在位一三六九～一三七〇年︶
。父の後を継いで王位に即くが、コン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
に
拠
点
を
お
い
て
父
と
対
抗
し
て
き
た
従
兄
弟
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
に
王
位を奪われ殺された
︵
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 381-383 ︶。
︵
157︶
A
bū al-‘A
bbās A
ḥm
ad ibn A
bī ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn A
bī Y
aḥyā A
bī B
akr. ハフス
朝
第
一
七
代
君
主
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス・
ア
フ
マ
ド
二
世
︵在
一
三
七
〇
～
一
三
九
四
年︶
。
ハ
フ
ス
朝
の
分
裂
を
収
め
る
と
と
も
に、
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の
抑
制
に
も
成
功
し
た
ハ
フ
ス
朝
の
中
興
の
祖。
彼
の
父
親
は
ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー
二
世
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
太
守
に
任
じ
ら
れ、
以
後、
こ
の
地
を
世
襲
的
に
支
配
し
て
い
た。
一
三
五
六
年、
兄
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ド
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
支
配
者
の
地
位
を
奪
う
が、
翌
年
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
侵
攻
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
セ
ウ
タ
に
連
行
さ
れ
た。
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
に
よ
る
マ
リ
ー
ン
朝
王
権
の
奪
取
に
協
力
し
た
た
め、
一
三
六
〇
年
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
支
配
権
を
返
さ
れ
た。
そ
の
後、
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
併
合
し、
一
三
七
〇
年
に
は
チ
ュ
ニ
ス
も
占
領
し
て、
ハ
フ
ス
朝
の
統
一
を
成
し
遂
げ
た。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は、
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
政
権
の
ハ
ー
ジ
ブ
を
し
て
い
た
一
三
六
六
年
に
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
に
敗
れ
て
地
位
を
失
っ
た
が、
後
に
彼
に
仕
え
一
三
七
八
年
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
移
る
一
三
八
二
年
ま
で
チュニスに住んだ
︵
al-Ta‘rīf, pp. 230ff; al-‘Ibar, vol. 6, pp. 369-371, 375-376, 378-379, 
382ff.; A
bun-N
asr, A
 H
istory of the M
aghrib, pp.129-130 ︶。
︵
158︶
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn A
bī Z
akariyā’ Y
aḥyā ibn A
bī Y
aḥyā A
bī B
akr
︵一
三
六
六
年
没︶
。
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
支
配
し
た
ハ
フ
ス
朝
の
王
族。
従
兄
弟
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
と
同
様、
父
親
の
代
か
ら
こ
の
地
を
世
襲
的
に
支
配
し
て
い
た
家
系
の
出
身。
一
三
四
六
年
に
父
の
後
を
継
い
で
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
支
配
権
を
握
る
が、
一
三
四
七
年
に
は
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
に、
一
三
五
二
年
に
は
そ
の
子
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
に
と、
二
度
に
わ
た
っ
て
マ
リ
ー
ン
朝
に
征
服
さ
れ
た。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
死
後、
従
兄
弟
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
と
と
も
に
旧
領
の
回
復
を
約
束
さ
れ
て
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
に
向
か
っ
た。
し
か
し、
す
ぐ
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
を
返
還
さ
れ
た
従
兄
弟
と
異
な
り、
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
は
当
時
チ
ュ
ニ
ス
の
ア
ブ
ー・
イ
ス
ハ
ー
ク
二
世
に
占
領
さ
れ
て
お
り、
そ
の
回
復
に
は
四
年
を
要
し
た。
一
三
六
四
年
に
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
手
に
し
た
後
は、
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
と
の
抗
争
に
明
け
暮
れ、
翌
々
年、
敗
死
し
た。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は、
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
か
ら
追
わ
れ
て
フ
ェ
ズ
の
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
宮
廷
に
出
入
り
し
て
い
た
頃
の
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
と
意
気
投
合
し
た
た
め、
そ
の
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
回
復
の
陰
謀
に
連
座
し
て
投
獄
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る。
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
が
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
取
り
戻
し
た
際
に
は、
招
か
れ
て
ハ
ー
ジ
ブ
に
任
じ
ら
れ
る
が、
彼
の
敗
死
に
よ
り
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
も
そ
の
地
位
を
失った
︵
al-Ta‘rīf, pp. 66-67, 94-99; al-‘Ibar, vol. 6, pp. 353-354, 356-357, 362-363, 366-
368, 375-379 ︶。
︵
159︶
al-A
shraf, A
bū al-M
ufākhir Sha‘bān ibn Ḥ
usayn ibn M
uḥam
m
d ibn Q
alāw
ūn. バ
フ
リ
ー
・
マムルーク朝第二六代君主シャアバーン二世
︵在位一三六三～一三七七年︶
。一三
五
三
年
生
ま
れ。
政
治
的
に
混
乱
し、
ス
ル
タ
ー
ン
が
短
期
間
の
う
ち
に
廃
位、
殺
害
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
一
四
世
紀
後
半
の
バ
フ
リ
ー・
マ
ム
ル
ー
ク
朝
で
は
珍
し
く、
一
四
年
間
の
長
期
の
間
ス
ル
タ
ー
ン
位
に
留
ま
っ
た。
一
三
六
三
年
に
従
兄
弟
の
ス
ル
タ
ー
ン・
マ
ン
ス
ー
ル・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ハ
ー
ッ
ジ
ー
が、
ア
タ
ー
ベ
ク
の
ヤ
ル
ブ
ガ
ー・
ハ
ー
ッ
サ
キ
ー
に
よ
っ
て
廃
位
さ
れ
た
後
に
ス
ル
タ
ー
ン
に
擁
立
さ
れ
た。
そ
の
後、
ヤ
ル
ブ
ガ
ー
の
排
除
に
成
功
す
る
と
ス
ル
タ
ー
ン
の
権
威
回
復
に
努
め
た
が、
一
三
七
七
年
に
メ
ッ
カ
巡
礼
の
最
中
に
首
都
カ
イ
ロ
で
ア
ミ
ー
ル
ら
に
よ
っ
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
さ
れ
た。
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
の
子
ア
リ
ー
が
ス
ル
タ
ー
ン
に
擁
立
さ
れ
︵ス
ル
タ
ー
ン・
マ
ン
ス
ー
ル・
ア
リ
ー︶
、
シ
ャ
ア
バーンはカイロに帰還した後に捕らえられ殺害され 。
︵
Ibn Ḥ
ajar al-‘A
sqalānī, al-
D
urar al-kām
ina, vol. 2, p. 288; Ibn Taghrībirdī, al-M
anhal al-ṣāfī w
a al-m
ustaw
fā ba‘da 
al-w
āfī, 13 vols., ed. M
. M
. A
m
īn, C
airo, 1984-2009, vol. 6, pp. 231-248 ︶。
︵
160︶
istaddār. 通
常
は
al-ustādār あ
る
い
は
al-ustādh dār と
綴
る。
ペ
ル
シ
ア
語
を
語
源
と
し、
掌
握
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
istaz と、
持
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
dār か
ら
な
る。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
エ
ジ
プ
ト、
シ
リ
ア
で
は
軍
人
支
配
層
で
あ
る
ア
ミ
ー
ル
の
な
か
か
ら
任
命
さ
れ、
ス
ル
タ
ー
ン
の
財
産
の
管
理、
軍
人
に
対
す
る
俸
給
や
糧
秣
を
支
給
す
る
責
任
者。
歴
史序説の中でも説明されている
︵﹃
歴史序説﹄第二巻、一五〇
－ 一五一頁︶
。
︵
161︶
N
āṣir al-D
īn M
uḥam
m
ad ibn A
qubghā Ᾱ
ṣ ︵
一
三
九
三
年
没
︶。
ス
ル
タ
ー
ン
・
シ
ャ
ア
バ
ー
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ン
二
世
時
代
の
四
十
人
長
の
ア
ミ
ー
ル
の
一
人。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
後
期
の
歴
史
家
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
の
年
代
記
に
よ
れ
ば、
彼
の
ス
ル
タ
ー
ン
の
ウ
ス
タ
ー
ダ
ー
ル
へ
の
就
任
は
七
七
五
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
第
二
月
二
二
日
／
一
三
七
三
年
一
二
月
九
日
の
こ
と
で
あ
り、
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
が
カ
イ
ロ
に
到
着
し
た
時
期
は
こ
れ
よ
り
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
︵
al-M
aqrīzī, al-
Sulūk li-m
a‘arifat duw
al al-m
ulūk, 4vols., ed. M
. M
. Z
iyāda &
 S
a‘īd ‘A
bd al-F
attāḥ, C
ai-
ro, 1936-1973, vol. 3, p. 221; Ibn Taghrībirdī, al-M
anhal al-ṣāfī w
a al-m
ustaw
fā ba‘da al-
w
āfī, vol. 9, p. 327 ︶。
︵
162︶
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
は
カ
イ
ロ
に
お
い
て
ハ
ー
ン
カ
ー・
シ
ャ
イ
フ
ー
ニ
ー
ヤ、
マ
ド
ラ
サ・
サ
ル
グ
タ
ム
シ
ィ
ー
ヤ、
マ
ド
ラ
サ・
カ
ム
ヒ
ー
ヤ
で
マ
ー
リ
ク
派
の
法
学
や
ハ
デ
ィ
ー
スを教授していたことが知られている
︵
al-M
aqrīzī, al-Sulūk, vol. 3, pp. 357, 376 ︶。
